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序章








　ぴちゃぴちゃと子猫がミルクを舐めるような行為を、先ほどからしつこくくり返され、ユーフェミアの身体は絶頂を迎える寸前であった。

「あぁっ、いやぁ……」

　ぎゅっとシーツを握りしめ、やってくるべき快楽に身を硬くした瞬間、彼からの愛撫がふと止まる。

「いや？」

　足の間から顔を出した男は、愛液に濡れた唇で意地悪そうに尋ねる。

「でも、ユフィのここは、私に食べてほしいと言っていますよ？」

　ぎりぎりまで高められた身体は、彼が欲しいと叫んでいる。心臓が痛いくらいに高鳴っていて、その先の行為を待っていたのだ。

「ユフィ？　どうしてほしいのですか？　いやならもうやめますか？」

　二人の間には、しっとりと熱を孕む空気が流れる。

「いやっ……」

　やめられるのも苦しい。もっと刺激を与えてほしくて、自然と腰が動いた。

「ほら。ここは蜜を垂らして、私を待っているというのに」

　ぐちゅりと無遠慮に指を入れられ、感じる場所を的確に弄ってくる。

　シーツの上で左右に頭を横に振れば、珊瑚色の髪が暴れた。

「正直に言ってくださらないと、私にはわかりません」

　目の前の男は、濡れた唇をペロリと舌で舐め、ユーフェミアの言葉を待っているようだ。その間も、快楽に縛りつけるかのように、淫らに指を動かしている。

　ユーフェミアは涙で濡れたまつげを揺らし、ゴクリと喉を鳴らした。

　こういうところが意地悪だと思う。

　羞恥を隠すかのように腕を伸ばし、目の前の彼を抱き寄せた。

「わたくしは……あなたが、欲しいのです……」

　熱に浮かされた唇が言葉を紡ぎ出すと、喜ぶように彼はニタリと笑う。

「なるほど。私のこれが欲しいのですね？」

　下穿きをくつろげて男が取り出したのは、硬く勃ちあがった男根。

　何度見てもその大きさには目を丸くする。まして、それが自身の身体の中に入るとは信じられない。

「そんな、初めてのような顔をしないでください。あなたは何度も私のこれを受け入れているでしょう？」

　言い終わるや否や、彼は音を立てて胸を口に含んだ。赤く熟れた乳首はざらりとした舌の感触を敏感に拾い上げ、その感覚を逃すかのように背がのけ反る。

「相変わらず、快楽に弱いようですね？　私は、そういう素直なあなたが好きですよ？」

　ふっと濡れた乳首に息を吹きかけられ、身悶えする。

　こうやって感じるのも、濡れるのも、それは相手が彼だから。

　誰でもいいわけではない。むしろ、他の人に触られたら不快でしかない。

「私のこれが欲しくて仕方ないのでしょう？」

　下腹部には熱を持つ硬いものが押し付けられた。期待で胸が弾けそうになる。

「そのような顔……私以外の男には見せないでください……」

　切なそうに微笑むその顔を、愛おしいと思った。





～～＊＊～～






　誕生した王族の子は、五人の魔女から祝福をもらい受ける。

　──美しさの祝福を与えましょう。この子は誰もがうらやむ美しい女性へと成長するでしょう。

　魔女が短い杖を振りかざすと、そこから黄色の光の粒子が生まれ赤ん坊を包み込んだ。

　──豊かさの祝福を与えましょう。この子の人生はいかなるときも満ち足りたものとなりますでしょう。

　別の魔女が口にすると、同じように赤色の光の粒子が赤ん坊へと舞い落ちる。

　──やさしさの祝福を与えましょう。この子のやさしさはすべての者を癒やすでしょう。

　次の魔女がそう言って、緑色の光の粒子がぱらぱらと降り出す頃には、赤ん坊もすやすやと寝息をたてる。

　──ひたむきさの祝福を与えましょう。そのひたむきさは国を平和へと導くでしょう。

　次の魔女が「えい」と杖を振りかざせば、青色の光の粒子が生まれた。

　──ああ、忌々しい。

　今まで誰もいなかった窓際に、もう一人の魔女が現れる。

　──お前たちなんて滅んじまえばいいんだよ。

　真っ黒い光の粒が赤ん坊に降り注ぐ。他の五人が驚き、一斉に声の主に視線を向けたが、すでにその者の姿はなかった。

　──幸いにも、私の祝福がまだ残っております。

　白く輝く光の粒子は、赤ん坊をやわらかく照らした。







第一章：黄の祝福








　大陸の中央部に位置するカテレイネ王国は、山に囲まれたとても閉鎖的な国である。冬の間に山には雪が降り、春の雪解けによって大地の恵みを含む水が川へと流れ出す。何百年も前に川がせき止められてできたソレダー湖の周辺には、人の手が入らないような森が多く残っていた。

　その森の奥深くに住んでいると言われるのが、魔女だ。魔女とは予知や魔法などの不思議な力を使えたり、秘薬といった不思議な薬を作れたりする者のこと。カテレイネ王国には、六人の魔女がいた。

　王族に生まれた子は、誕生時に魔女より祝福の言葉を受ける。それは、三番目に生まれたユーフェミアも例外ではない。美しさや豊かさの祝福を受けた彼女は、その容姿を一目見た瞬間に、誰もが目を奪われるほどの可憐な少女へと成長した。

　しかし彼女は、生まれたときから病弱であったため、離塔で隠れるかのようにひっそりと暮らしていた。だから十七歳になった今でも、公の場に姿を現すようなことはなかった。

「陛下。お言葉ではありますが、そろそろユーフェミア王女殿下のデビュタントをお考えになられてはいかがですか？」

　壁にはいくつもの肖像画が飾られ、厳かな会議室。朝議が終わりに差し掛かろうとしたとき、宰相ゲネオスが声をあげた。

　その言葉に頷いてはみたものの、国王は返事を渋る。

　カテレイネ王国では十六歳で成人とみなされ、社交界デビューを果たす。それをデビュタントと呼ぶのだが、王女の身でありながらもユーフェミアは社交の場にはいっさい姿を現さず、離塔に引きこもっているのだ。

「陛下。ユーフェミア王女殿下のお身体が弱いのは承知しております。ですが、このまま一生、離塔に閉じ込めておくつもりですか？」

　その言葉に、他の者も首肯する。どうやらゲネオスと同じ考えの者が、この場には多いらしい。

　だが閉じ込めているつもりはない。ただ、彼女を他の者──特に男性の目にさらしたくないだけ。国王は王女を溺愛していると言えば聞こえはいいが、過保護や親馬鹿といった声も聞こえてくる。

「陛下！　陛下！」

「お考えください」

「ユーフェミア王女殿下は、わが国の希望の花です。みな、そのお姿を待っております」

「う、むぅ……」

　ゲネオスの言葉に便乗した彼らからもしつこく言われ、国王もとうとう折れた。

　特にゲネオスとは幼い頃からの付き合いでもある。だから国王も彼には絶大なる信頼を寄せているのだ。

「わかった、わかった。そのように騒ぐでない。デビュタントまではいかずとも、そろそろユーフェミアをみなに紹介しよう。そうだ、お披露目会のような形でもよいか？」

　デビュタントという形をとれば、ダンスが求められる。不特定多数の男性と彼女を踊らせたくなかった。その本音を口にすれば、また過保護だの親馬鹿だの溺愛だの言われるのが目に見えている。

「知っての通り、王女は身体が丈夫ではない。ダンスなんてもってのほか。それに長時間のパーティーの参加も体力的にもつかどうかもわからん」

「王女殿下のお顔を見れば、みな、安心します。お顔を見せるだけでよろしいのです」

　するとその場にいた者もうんうんと一斉に頷いた。

　国王は、そんなゲネオスや彼らの勢いに負けて、王女ユーフェミアのお披露目会を開くことに同意した。




　王宮の敷地内の外れにぽつんと建つ離塔の裏側には、うっそうとした木々が繁っている。それはまるで人の侵入を阻むかのように、昼間だというのに薄暗い。

　そんな場所に建つ離塔に訪れる者などほとんどいなかった。それでも人の影がちらほらと見えるのは、カテレイネ王国第二王女のユーフェミアが離塔で療養している──と言われているためだ。

　花壇の前に立つ彼女の珊瑚色の髪は遠くから見ても目立つ。つばの大きな白い帽子をかぶって、ただ突っ立っているだけだというのに、つい目を奪われてしまうほどの立ち居振る舞い。

「お父様」

　ユーフェミアは来訪者を見つけると、紺色の瞳をぱっと輝かせた。

「おお、ユフィ。元気だったか？」

「はい、わたくしは元気ですよ。見てください、このお花。わたくしが世話をしているのです」

　国王はその言葉に目を細くして、花壇の花とユーフェミアと交互に見つめる。

「そうかそうか。元気でなにより。それよりも、怪しい人物は来ていないな？」

「怪しい人物？」

　首を傾げながら問う姿を見れば、そういった人物に心当たりはないのだろうと容易に推測できる。

　国王が少し離れた場所にいる侍女に目配せをすると、彼女は力強く頷いた。

「ユフィ。中で少し話をしよう」

「はい。あ、お父様。スーザンが新しいお菓子を作ってくれたのです。とっても美味しいのですよ？」

　無邪気に父王に甘える姿は、まるで幼子のよう。

　離塔といっても寂れた場所ではない。それなりに手入れは行き届いているし、料理人も侍女たちもいる。ただ、この建物に男性の姿が見えないだけ。いや、幾人かはいるが、その誰もが妻帯者で愛妻家だ。

　ユーフェミアが父王を案内した応接室は、花柄の壁紙がかわいらしい部屋であった。調度品も明るめの色調で、まるで花畑にいるような、そんな気持ちにさせられる。

　この離塔は、もともとは流行り病にかかった者を隔離するために作られた建物だ。そのため、部屋数も少なく質素なものであったが、ユーフェミアが生まれてすぐに改装された。だからどこもかしこも、女性が好むような愛くるしい内装になっている。

「お父様、今日はどうされました？」

　国王が離塔を訪れるのは、一か月に一回程度。忙しい政務の合間をこうやって会いにきてくれる。それなのに、今日は前から十日ほどしか経っていない。

「ユフィもそろそろお披露目をしようと思ってだな」

「お披露目？」

「ああ、本来であれば十六歳になったからデビュタントと呼ばれる社交界デビューを行うのだが……まぁ、あれだ……その。まぁ、あれだ。とにかく、みなにユフィを紹介したいのだよ」

　そうなのですね、と頷いたユーフェミアであるが、国王の動揺はなんとなく伝わっていた。

「ドレスなどの準備もあるから、詳しい日程については、後日、連絡をする。あとはルーシーからいろいろと聞いてくれ」

　ルーシーとはユーフェミア付きの年配の侍女だ。ずっと離塔で暮らしている彼女にとっては、母親代わりのような存在でもあった。

「このようなときは、ジュディアがいてくれたらなと思うよ」

　ユーフェミアの母でもあり王妃であったジュディアは、ユーフェミアを産んでから一か月後に命を失った。ユーフェミアの命と引き換えにという声も聞こえてくる。

　だから、ユーフェミアは国王から恨まれてこんな塔に閉じ込められたのだと思ったときもあった。だけど、一か月に一度であるがこうやって忙しい合間をぬって会いに来てくれるし、会ったときも身を案じる言葉をかけてくれる。

　ルーシーからも「陛下は決してユーフェミア様を嫌ってはおりませんよ。心配しているだけです。ユーフェミア様も大事な宝物を隠していらっしゃるでしょう？」と言われたときは、机の引き出しに蛇の抜け殻を隠しているのを知られていたのかと思ったものだ。

「ああ、すまない。そういう意味で言ったわけではなくてな」

　国王は慌てて取り繕う。

「私ではユフィにどういったドレスが似合うのかさっぱりわからない。同じ女性であれば、そのような話もできたのかなと、そう思っただけだ」

　どこか懐かしそうに目を細くする様子からも、亡き王妃を思う気持ちが伝わってきた。

　ユーフェミアは父王を安心させるかのように、ニッコリと微笑む。

「お父様。ご安心ください。ルーシーもおりますし、この国の仕立屋の腕はよいのですよ」

　それでも国王が不安そうな顔をするのが気になった。

　そこに付き添った近衛騎士が、国王へ耳打ちする。

「ああ、ユフィ。もっと一緒にいたいところだが、残念ながら時間がきてしまった」

「お父様。お気になさらないで。こうやって会いに来てくださっただけで、わたくしはとても嬉しいのです」

　立ち上がった国王は、ユーフェミアをひしと抱きしめる。

「……はぁ、本当はお披露目なんてしたくないのに」

　そんな小さな呟きが聞こえた。

「お父様？」

「すまない。今のは失言だ。忘れてくれ」

　ビシッと姿勢を正した国王は、近衛騎士と共に部屋を出て行く。

　ユーフェミアも慌ててその背を追い、去りゆく父の姿を、見えなくなるまで見送った。

　その背が見えなくなると離塔へと戻るのだが、いつもこの瞬間が一番むなしい。心にぽっかりと穴が空いたような、そんな虚無感にすら包まれる。

「ユーフェミア様」

　ルーシーに呼ばれてぱっと顔をあげる。その沈んだ心を明るくしてくれるのが、彼女である。

「早速、ドレスの手配をいたしましょう。ユーフェミア様は何色がお好きですか？」

　こうしてユーフェミアのお披露目会が決まった。




　十七歳になったユーフェミアだが、社交界デビューすらしていない。一国の王女がこれでは示しがつかないという、宰相ゲネオスの意見によって開催されるユーフェミアのお披露目会であるが、その本当の理由は公にはなっていない。

　表向きは、ユーフェミアの体調も落ち着いたためお披露目会をしたい、という理由にしてある。

　生まれたときから病弱で離塔から出ることは滅多になく、今までの公務にも顔を出したことがない。

　そんな彼女が、初めて人前に姿を現すとなれば、誰だって興味を持ち期待を注ぐ。

　大広間には、国内の貴族たちがユーフェミアを一目見ようと集まっていた。彼女の登場を今か今かと待つ。

　音楽がぱっと華やかに始まると、ギャラリーへと続く階段から、国王にエスコートされた一人の女性が下りてきた。

　感嘆の声が漏れ、息を呑む。

　珊瑚色の髪はすっきりとまとめられ、紺色の瞳はやさしく周囲を見回す。紫雲を思わせる色合いのドレスは、肩や腕周りを包むレース部分に大胆にも大柄な花びらの刺繍が施され、上品さを醸し出す。スカート部分は大きく広がり、重なり合ったチュールはシャンデリアの明かりを受けて透け感のある光沢を生む。切り返し部分から裾までは大きなリボンが流れ、幼さと妖艶さのアンバランスさが彼女の魅力を引き立てた。

「みなさま、はじめまして。ユーフェミア・カテレイネです」

　その場でユーフェミアが発した言葉はそれだけだ。すぐさま豪奢な椅子に案内され、そこへ座るようにと促された。

　ユーフェミアにとっては初めて目にする世界だった。高い天井からは煌々と輝くシャンデリアがいくつもぶら下がっており、天井や壁の金色の刺繍を反射させている。目がくらむようなこの場所は、どこからともなく甘いにおいも漂ってくる。

　華やかな音楽は大広間へ響きわたり、集まった人たちは思い思いの時間を過ごす。

　誰もがユーフェミアに何か言葉をかけたそうに視線を向けるものの、彼女の周囲には騎士やら侍女やらが厳しい視線で立っていて、誰一人、彼女と言葉を交わすのは許されなかった。

「ねぇ、ルーシー」

　ただ椅子に座っているだけのユーフェミアにとっては、面白くもなんともない。お披露目会というくらいなのだから、見世物になるのだろうとは思っていたけれども、誰かが声をかけて言葉を交わせるものと期待していた。

「はい、ユーフェミア様」

「この集まりはいつまで続くのかしら？　わたくしは、いつまでここにいればいいのかしら？」

　少し視線を向ければ、音楽に合わせてくるくると楽しそうに踊っている人の姿がある。

「今日の主役はユーフェミア様ですから。もうしばらく辛抱なさってください」

「わたくしも、あそこで一緒に踊ったりおしゃべりしたりしたいのよ」

　頬をふくらませてそう言ってみるものの、いつもは穏やかな笑みを浮かべているルーシーも「なりません」と厳しく言い放つ。

　なぜルーシーがそこまで厳しく口にするのか、ユーフェミアにはわからない。だけど、この場は華やかで賑やかなのに、たいくつな時間であることだけはわかった。

「お腹が空いているのであれば、戻りましょう。お部屋にお食事を用意いたします」

　不機嫌なユーフェミアを気遣うかのようにルーシーはやさしい声色で言う。

「そうね。いつまでもここにいても何をするわけでもないのであれば、美味しいものが食べたいわ」

「かしこまりました。少々お待ちください」

　そう言ったルーシーは、少しだけユーフェミアの側を離れ、周囲にいた侍従などに何かを言付けた。

　その様子をユーフェミアは横目で見ながら、小さくため息をつく。

　このままではずっと見世物になっているだけ。ここから下りて向こう側の世界に行きたいのに、なぜそれが許されないのか。ユーフェミアにはさっぱりわからない。

「ユーフェミア様、ご準備が整ったようです」

　ルーシーの言葉で、心の霧がぱぁっと晴れたような気持ちになった。

　ユーフェミアが立ち上がると、集まっていた人々がざわめきたつ。注目を浴びているのはわかるが、ユーフェミアが欲しいのはそれではない。おしゃべりをして一緒に食事を楽しむ。ただそれだけなのに、それすら叶わない。

「ユーフェミア様は、ご気分がすぐれないため退場……」

　そんなことを誰かが言っていたような気がするが、ユーフェミアにはどうでもよかった。




　ユーフェミアのお披露目会は何事もなく終わった。

　それに安堵したのは国王だ。口うるさかったゲネオスも、お披露目会を終えたことで少しだけ静かになる。だが、彼が何か言いたそうであるのを、国王は悟った。次に言われることなんてたいてい予想がつく。

　この国の令嬢の誰もがそうであるように、デビュタントの次に待っているのは縁談なのだ。

「陛下……」

　そう言って切り出したゲネオスの話は、やはりユーフェミアの結婚についてであった。

「だが、それはお前も知っているだろう？」

「ですが……このままでは……」

　ユーフェミアは子を望めない。いや、望んではならない。彼女が子を望み、行為にいたることは、死を意味する。

「ユーフェミア様の降嫁先にと、名乗りを上げている者たちが」

　手の甲を上に向けたまま、虫を払うかのように、しっしっと国王は手を振った。

「ユーフェミアを望むとは、身の程知らずもいいところだな」

　ゲネオスは苦笑するしかない。その身の程知らずの者たちが、我こそはと競い合っているのだ。

「陛下。このままではユーフェミア様をめぐって、内戦が起こるかもしれませぬ」

　宰相が言うには、パンテル公爵家とアルクトス公爵家が一触即発の状態とのこと。この閉鎖的な国で内戦が起これば、あっという間に国は傾くだろう。

「では。まず、その二家に嫁がせるのはやめるとしよう」

　これで候補は二つ消えた。ゲネオスの話を聞く限りでは、ユーフェミアがどちらかに嫁いではいけない。それはこの国の力関係が崩れる原因となってしまうからだ。

　それでもゲネオスが言うには、他に何人も候補に名乗りをあげているようだ。

「とりあえず、それらしい言い訳を考えて断ってくれ」

「ですが、ユーフェミア様がご結婚されるまでは、同じようなやりとりが永遠と続くかと」

　国王は腕を組み、どうしたものかと考える。

「ゲネオス。誰か心当たりはいないのか？」

　心当たりとは、世継ぎを望まぬような相手を指すのだが、それにはゲネオスも首を横に振る。

「今のところはさっぱり思い浮かびません。ですが、陛下が前向きにお考えくださるというのであれば、ユーフェミア様に相応しい相手を探しますが？」

　ううむ、と国王は顎をなでながら考える。

「いつかは嫁がせねばならぬ身。それでも私の娘に変わりはない。結婚後もユーフェミアを慈しみ、彼女を幸せにしてくれるような相手を頼む」

「御意」

　ゲネオスは恭しく頭を下げた。




　それから半年後──。

　ユーフェミアは十八歳になっていた。ユーフェミアの結婚への期待は日に日に高まり、我こそはと名乗りをあげてくる名だたる貴族の者たち。

　国王はうんざりとしていたが、ここまでくるとそろそろ腹をくくらねばという覚悟もできてくる。

　そうやって鬱々としているときに、ゲネオスが転げるかのようにして執務室へとやってきた。

「陛下！　陛下！」

「なんだ、騒々しい」

「おりました」

　大きく肩を上下させるゲネオスからは、本当に急いできたという様子が感じ取れる。いつもの飄々とした彼とは異なっていた。

「何がいたんだ」

　相手が焦っているときだからこそ、こちら側は冷静になる必要がある。

「ユーフェミア様のお相手です」

「な、なんだと？」

　バン！　とゲネオスは国王の執務席の上に、身上書を置いた。

「フェリクス・エイケル、二十六歳。エイケル侯爵家の次男。王国騎士団第三騎士隊所属」

　国王は身上書を手に取った。ゲネオスの興奮は冷めやらない。

「彼は、怪我を負い──」

　ううむと頷きながら、国王は身上書の中身をしっかりと読む。

「本人も怪我を理由に結婚する気はないようです。助けた貴族というのが、ローバロ侯爵だったのですよ。あのときの騎士がフェリクスだったのです」

　カテレイネ王国は閉鎖的な国ではあるものの、他国とのやりとりがまったくないわけではない。

　ローバロ侯爵は外交を務めている。外交のため、周辺諸国へ向かうときには、王国騎士団の人間を護衛につけるわけだが、二か月前、隣国へと向かい山へと入ったときに盗賊に襲われた。護衛の騎士の機転によってローバロ侯爵一行に怪我はなく、そのまま隣国へと向かったが、護衛の騎士が二人、負傷した。そのうちの一人がフェリクスだった。しかももう一人は軽傷であるものの、フェリクスはローバロ侯爵をかばったおかげでばっさりとやられてしまった。

「最近、怪我も治ってきたため、騎士団のほうに復帰したのですが。やはり、思うようには動けず、退団したいという話になっているようで、それを周囲が引き留めている状況です。騎士としてはかなり優秀な男でして」

「だが、エイケル侯爵の次男ということは、家を継ぐわけでもないのだろう？　そのために騎士団へ入団したのではないか？」

「そのようですね。騎士団退団後は、知り合いの商売を手伝うとか、そのようなことを言っているようですが……」

　ふむぅと国王は唸る。

　ローバロ侯爵の外交はうまくいった。閉鎖的な国だからこそ、繋がりのある国は大事にしたい。あのとき、ローバロ侯爵が隣国へ赴いたことで、友好な関係を続けられるようになったのだ。

　そう考えれば、フェリクスはこのカテレイネ王国に貢献したということにならないだろうか。

「ローバロ侯爵はフェリクスに感謝しており、報償をと口にしたようですが、フェリクス本人はそれを断ったという話もあるようです」

　謙虚な男なのだろうか。そういった点も、国王には好ましく思えた。

「フェリクスの騎士団での実績を調べてもらえるか？」

　ユーフェミアの相手として、身体的には望ましい。だが、周囲を納得させるだけの条件が必要だろう。

　ローバロ侯爵を身を挺して守ったというのは、その条件の一つとなる。できることなら、もう少しそれらしい理由が欲しい。

「ローバロ侯爵も中立的立場であれば、エイケル侯爵もそうですね」

　それも一つの理由になるだろうか。

「むしろ、ユーフェミアがフェリクスを気に入ったとか、そういった理由でもあれば……」

　国王の呟きにゲネオスはにたりと笑った。




　最近、父王は頻繁にユーフェミアのいる離塔を訪れる。

　お仕事は大丈夫なのかしらと心配になるが、人恋しい彼女にとって父親が来てくれるのは素直に嬉しい。

　しかしユーフェミアは、はたと気がついた。父王が連れてくる護衛の騎士の顔が変わっている。いつもであれば壮年の騎士ばかりをお供につけるのに、一人だけ若い男性がいる。

　いや、もしかしたらそれなりに年はいっているのかもしれない。ものすごく若く見えるとか、若返りの薬を飲んでいるとか。実年齢と外見が伴っていないのかもしれない。

「ユフィ。どうかしたのかい？」

　父王が穏やかに微笑みながら声をかけてくれるものの、護衛の彼を話題にしていいのかがわからなかった。むしろユーフェミア自身も、なぜ彼だけが気になるのかが不思議だった。

　いや、彼だけ若いから目立つのだ。金色の髪の襟足は少しだけ長く、榛色の瞳が鋭く研ぎ澄まされた男性。

　先ほどからユーフェミアはちらちらと彼に視線を向けていたが、それを気づかれてしまったようだ。

「なんだ、ユフィ。彼が気になるのかい？」

　そうやって父王から声をかけられてしまえば、何かを口にしなければと焦り出す。

「そうですね。お父様の護衛の方が、最近、変わったように見えましたので」

　うんうんと、嬉しそうに父王は頷く。

「そうなんだ。聞いてくれないか？　ユフィ」

「どうされました？」

「彼はフェリクスというのだが、ローバロ侯爵の命を救った英雄なんだよ」

　ぴくっと護衛の彼が身体を震わせた。誰だって目の前で自分の話をされたら、気になるだろう。それでも、すぐに平然とした態度をとる彼は、自分の立場をわきまえているようだ。

　父王はフェリクスがいかにすごいかを、身振り手振りを交えて興奮気味に語った。こうやって他人を褒めるのは珍しい。

　ただ、そのようにしてまで嬉しそうに話をする父親の姿を見ることができて、ユーフェミアの気持ちもほっこりとあたたかくなった。

「だからお父様が、護衛の騎士に望まれたのですね？」

「そうだ。ローバロ侯爵を身体を張って守った彼なら、信頼がおけると思ってね。もちろん、ここにいる他の騎士も信頼している。だけど、彼らも年をとってきたからね。あまりにもこき使ってはかわいそうだろう？」

　国王が、ははっと笑うと、護衛の彼らはばつが悪そうに視線を泳がせる。

　ユーフェミアはなんと答えたらいいかがわからず、にっこりと微笑んだ。





～～＊＊～～






　フェリクス・エイケルは耳を疑った。

「私が、陛下の近衛騎士にですか？」

　目の前には王国騎士団を束ねる団長と、彼が所属する第三騎士隊の隊長が険しい顔をして座っている。

「あぁ。先日のローバロ侯爵の件、君のおかげですべてがうまくまとまったのだ。ここはきちんと評価すべきだろう」

　目尻に深くしわを刻みながら、団長が鷹揚に頷く。

「しかし……私はあの件で怪我をし、騎士として動くことが難しいため騎士職を辞したいと」

　フェリクスは退団の意思を伝えていたはずだ。それがなぜ、第三騎士隊から近衛騎士隊への異動になるのか。

「外交活動の護衛が多い第三騎士隊と異なり、近衛騎士隊は王族の護衛が主だ。それにフェリクス、君にはここの王宮内での護衛のみを頼みたいという話だ」

　より危険の少ない部署への配置転換と考えていいのだろうか。しかしフェリクスは騎士を辞める気でいた。

　フェリクスには兄が一人おり、エイケル侯爵家はその兄が継ぐ。騎士を辞めたところで、行き場はなかった。だからその後のことも考え、知人の商会の仕事を手伝う根回しをしていたというのに。

「……なぜ、私が？」

　心の中にくすぶっている気持ちは、なぜ、どうして、そればかりである。

　怪我をして思い通りに動けない騎士など、不要だろう。少なくともフェリクス自身はそう思っている。

「フェリクス。何も剣を振るうだけが騎士の役目ではない。危険を誰より早く察し、それを的確に伝えて回避する能力。君はそれに長けているのだよ」

　団長の言葉に首を縦に振る隊長の姿を見ても、本当にそうなのだろうかと疑いたくなる。

　それが態度に表れていたのだろう。

　団長が長く息を吐く。

「君が信じられないという気持ちもわからないでもない。むしろ、我々もそう思っているからな」

　これは褒められたのか、けなされたのか。どちらなのか。

「ああ、それは決して君の能力が欠けているといった意味ではない。そういった話があった現状が信じられないだけだ」

　慌てふためきようが、必死の言い訳のようにも見える。

「だが、これは断ることはできない」

　団長の声色が、低くなった。

「陛下からの命令だと言ったら、どうする？」

「それは……」

「陛下が、フェリクス──君を望んでいるのだよ。光栄であると思わないのか！」

　割って入ったのは、隊長であった。いつも温厚で、指導のときですら穏やかな声をあげる彼であるのに。それだけ、これは断ってはならない話なのだ。

「……私に務まるかどうかはわかりませんが、お引き受けいたします」

　きっと、こう言わなければならない。それが正解だと言わんばかりに、団長も隊長も輝くような笑顔を向けていた。

　ただ、怪我をしてまともに動けないような自分に、護衛役が務まるとは思っていない。それでも望まれるというのは、どこが評価されたのか。機敏な動きには期待はできないとなれば、やはり鋭い洞察力だろうか。

　フェリクスだって、怪我さえなければ騎士を続けたかった。しかし、身体がいうことをきかない。そういった複雑な気持ちを誤魔化すために、伝手を使って他の仕事に就こうと考えていたところなのだ。

　だから疑心暗鬼になりつつも、心のどこかでは少しだけ望みが繋がったような、そんなあたたかな気持ちもあった。




　異動の話を受け入れてすぐに、フェリクスは国王からも呼び出された。ねぎらいの言葉をかけられ、ローバロ侯爵の件を称えられた。

　フェリクスとしては、自分の任務を全うしただけであって、特別なことをしたつもりはない。

　それを正直に口にすれば、国王からは「そういう謙虚なところも好ましい」と褒められる。もしかして国王は、謙虚な護衛を望んでいるのだろうか。

「君なら信頼がおけると思ってな」

　国王のその一言が、フェリクスの胸のつかえをストンと落とした。信頼してもらえたというその事実。

　フェリクスには、これといった野心がなかった。家を継ぐ必要はないし、怪我をして騎士を続けられないだろうと悟ったときには、生活に困らなければいいやと思って、気落ちした自身を落ち着けたくらいだ。

　だから国王の言葉が嬉しかった。

　その後フェリクスは第三騎士隊から近衛騎士隊へと異動となり、新たな任務に責務を果たそうと努める。

　近衛騎士隊の中でも、特に国王の護衛を担当する者は、フェリクスよりも年上の騎士が多かった。若いからいいものではないのもわかっているつもりだが、体力はある年齢をピークに徐々に下がってくる。そのピークを過ぎ去った者が多いのが、いささか不思議に思えた。だから、必然的にフェリクスが最年少となった。

　新参者と最年少。これが近衛騎士隊でもよくしてもらえる原因の一つになっているのだろう。年上の彼らは、勝手のわからないフェリクスにやさしく指導してくれた。また、人生経験も豊富とあってか、何事にも余裕があり穏やかな人柄である。

　フェリクスは、近衛騎士隊の仕事に不満もなく、真面目に仕事に取り組んでいた。




　ある日、国王が離塔へ足を運ぶという。離塔にいるのは末の王女のユーフェミアだ。

　彼女は生まれながら身体が弱く、人が少なく自然の多い離塔で暮らしている。そのため、人前にその姿を現すことはない。

　フェリクスはそう聞いていた。

　しかし、彼女が十七歳になったとき、王女という立場から一度だけお披露目会がされたとのこと。デビュタントという形ではなくお披露目会と呼ばれるのも、彼女の身体を思ってとも聞いていた。

　フェリクスは残念ながらそのお披露目会に立ち会っていなかった。だから、ユーフェミアの姿を見たことがない。

　国王は、そんなユーフェミアのもとに定期的に足を向けて、顔を合わせているようだ。親子なのだから、何も不思議なことではないのだが、その同行にフェリクスが望まれた。

　フェリクス自身も近衛騎士隊に属し、国王の護衛を担当しているのだから、別におかしいところはない。それでも、会ったことのない王女に会えることに少しだけ胸が高鳴った。

　そう、これは好奇心なのだ。見たことのないものを初めて見る。どのような姿形をしているのか。それは人にかぎらず、動物や植物にすら湧き起こる感情でもある。

　初めてユーフェミアを見たときには、その美しさに目を奪われた。彼女が口元をほころばすだけで、大輪の花が咲いたようなそんな華やかさが生まれる。

　しかし、フェリクスは国王の護衛としてその場に立っていた。乱れる心を御するように、静かに息をしてその場をやり過ごす。

　二度目に会ったときは、やはりどこか心が躍った。愛らしいものを目にしたら、誰だって嬉しくなるだろう。だから、この感情は誰にだって湧き起こるものだと自身に言い聞かせる。つまり、目の保養だ。

　三度目にその姿を目にしたときには、とうとうユーフェミアがフェリクスの存在に気がついた。いや、ちらちらとこちらに視線を向けてくるのだ。それでもただの自意識過剰だと己に言い聞かせ、それを気にしないようにしていた。

　しかしユーフェミアの視線が気になっていたのは、フェリクスだけではなかった。

「なんだ、ユフィ。彼が気になるのかい？」

　よりによって国王である。目の前にユーフェミアがいて、話の途中であってもフェリクスをちらりと見るのだから、誰だって気がつくだろう。

「そうですね。お父様の護衛の方が、最近、変わったように見えましたので」

　やはりユーフェミアはフェリクスのことを認識していたようだ。それだけでも、国王の近衛騎士として認められた気分になる。

「そうなんだ。聞いてくれないか？　ユフィ」

「どうされました？」

「彼はフェリクスというのだが、ローバロ侯爵の命を救った英雄なんだよ」

　自分の名が聞こえたところで、おもわずピクリと反応してしまった。これは騎士にあるまじき行為だ。そう思って、顔を引き締める。

　その後も、国王はユーフェミアに会いに行くときの護衛として、フェリクスを望んだ。そうなってくるとフェリクスもまんざらでもない。

　それが続くと、ユーフェミアの口からフェリクスの名が出るようになる。

　しかしその結果、ユーフェミアと結婚することになるとは、まったく夢にも思わなかった。







第二章：赤の祝福








　フェリクスが国王から呼び出されたのは、近衛騎士隊に異動になってから三か月後のことだった。

　しかも呼び出された先が国王の執務室であり、他にも宰相のゲネオスがその場にいたのなら、不安になるのも仕方あるまい。さらに、執務室の長椅子に座るように言われ、目の前にはお茶やらお菓子やらが並べられ、いったいこれは何事かと思うのも自然だろう。

「フェリクス・エイケル」

　いくら目の前にお茶やら菓子やらが並べられたとしても、それに手をつけられるほどフェリクスも肝は据わっていなかった。

　国王に名を呼ばれ、反射的に「はい」と返事をする。

「ユーフェミアをどう思う」

　また答えに困るような質問だ。どう思うと言われれば「かわいい」と思う。容姿ももちろんであるが、国王との会話を聞いているだけで、自然と顔がゆるむような、そういった愛らしさがある。

　しかし、それを口にしたところで、失礼にならないだろうか。

「陛下、そのような聞き方では、フェリクス殿も答えられないでしょう」

　ゲネオスは、まるでフェリクスの心を読んだかのように、助け船を出した。

「ユーフェミア様の印象を思ったままに口にしてほしい。というのが陛下のお言葉です」

　思ったままを言葉にして本当にいいのだろうか。不敬罪と声を荒らげられるようなことはないのだろうか。

　言葉の真意を確かめるかのように、チラリとゲネオスを見やると、彼は大きく頷いた。

　心を決め鼻から息を吐いたフェリクスは口を開く。

「ユーフェミア殿下は、非常にかわいらしいお方であると、そう思います」

「そうだろう、そうだろう？　ユフィはかわいいのだよ」

　破顔した国王を見て、この言葉が間違いではなかったと、安堵する。

「他には？」

　さらに国王はたたみかけてきた。

　他にはと言われても、何を言ったらいいかがわからない。

「そうですね……陛下とお話をされている様子を拝見するかぎりですが。とても表情も豊かでありますし、言葉の節々からやさしさを感じます。また、こう、気になったことを突き止めようとするひたむきさといいますか、探究心といいますか。そういったものも、旺盛のようですね」

　うんうんと、国王は頷きながら聞いていた。ゲネオスも同様だ。

　彼らを怒らせなかったという事実に、ほっとする。

「では、フェリクス。君はユーフェミアを好いているかね？」

「……そうですね。好ましいと思います」

　別に彼女と直接言葉を交わしたわけではないが、それでもあの場にいるのは苦痛ではなかった。となれば、きっとそれは彼女のことを少なからずそう思っているからだろう。

　国王が身を乗り出しながらも、にこにこと嬉しそうに笑みを浮かべている。

「では、ユーフェミアと結婚してほしい」

「は？」

　情けない声が出てしまったが、これは偽りのない素直な気持ちの表れだ。

　なぜ、いきなり結婚という流れになるのか、考えが追いつかない。いや、それよりもユーフェミアに相応しい男であるという自負もない。

「念のための確認ではありますが、それに対して私に拒否権はございますか？」

　そう言ったところで、フェリクスは悟った。国王の顔もゲネオスの顔も、なぜ断るのかと言っている。

　フェリクスにとって、結婚だけは縁遠いもの、むしろ縁のないものだと思っていた。

　その理由は単純明快。フェリクスには子が望めないからだ。それを隠してまで、この結婚を引き受けたいとは思わない。だから、拒否権の有無を尋ねたというのに。

　深く息を吐きそうになるところを、寸でのところでとめる。なによりも国王の前である。

「……私には、子が望めません。そのような人間が、王女殿下の相手に相応しいとは思えません」

「かまわん」

　まさか即答されるとは思ってもいなかった。

「しかし……」

「私たちはユーフェミアに子を望まない。その……まぁ、あれだ。身体が弱いからな……出産に耐えられないと……」

　なるほど、とフェリクスは思った。だから、フェリクスが望まれたのだ。

「つまり陛下は、私の身体のこともご存知であると？」

　大きく頷いた国王を見て、やはりこれは断れないものであると察した。だが、不思議と嫌ではなかった。結婚できないと思っていたのはこの身体が原因だ。それを知って受け入れてくれるというのであれば、どこか期待している自分がいた。




　ユーフェミアとフェリクスの結婚式は、それから三か月後に行われた。

　フェリクスが快諾をしてすぐに婚約が発表された。権力を見せつけられた気分である。

　身分違いという声もちらほらと聞こえてきたが、どうやらユーフェミアがフェリクスを望んだという形になっていたようで、そういった声も次第に弱まっていく。

　フェリクスの両親も兄も、この縁談に涙して喜んだ。彼らは、フェリクスは結婚しないだろうと思っていたためだ。まして、相手がこの国の王女となれば、フェリクスの将来も約束されたようなもの。

　家族の喜ぶ顔を見られただけでも、この縁談を引き受けてよかったのかなと思えた。





～～＊＊～～






　ユーフェミアは、寝台の上で薄いネグリジェをまとって夫を待っていた。

　ここはユーフェミアが昔から暮らしている離塔であって、ユーフェミアが普段使っている部屋である。

　だけど、なぜ自分がこのような姿でいるのか、頭が混乱していて理解が追いつかない。

　ここにいたるまでの経緯を思い出す。

　ユーフェミアの夫となったのは、フェリクス・エイケル。彼は父王の近衛騎士を務めている男だ。結婚しても近衛騎士は辞さないと聞いている。

　フェリクスと出会ったのは半年ほど前。父王が会いにきてくれたときに、彼が護衛としてついていた。それから常に、彼が父王の護衛として寄り添っている。

　護衛が代わったのね、という好奇心から彼が気になっていた。気がついたら、父王と共に彼と言葉を交わすようになっていた。そしていつの間にか、婚約していたのだ。

　結婚とは愛する男女によって成り立つものと思っていた。少なくともユーフェミアが読んでいる恋愛小説はそうなっている。

　ではフェリクスのことをどう思っているのかと問われれば、嫌いではない。

　好き！　愛している！

　と叫ぶような気持ちではないけれど、一緒にいて不快ではない。なんとなく隣にいてもいいのかなと、そう思えるような相手なのだ。

　しかし、気がつかぬ間にユーフェミアは彼と婚約をし、何度か顔を合わせた後に、本日の結婚式にまで至る。

　今まで読んだ恋愛小説と比較しても、途中の過程がすっ飛ばされているような、そんな気もしないでもない。

　そうやって思案していると、カチャリと静かに扉が開いた。

　姿を見せたのはフェリクスであった。金色の髪の先が少しだけ濡れていて、どこか艶っぽさを醸し出している。

「こんにちは……」

　寝台の上から、声をかけてみた。すると彼もピクッと身体を震わせてから「こんにちは」と返す。

「このようにして、二人きりでお話をするのは初めてかもしれませんね」

　フェリクスが近くにいるときは、必ず他の誰かがいた。それは父王であったり、他の近衛騎士であったり、たまに宰相であったりと、さまざまな人であるし、もちろんルーシーはいつもつかず離れずの場所でユーフェミアを見守っていた。

　だけど今、そのルーシーもいない。これからの時間は夫と二人きりの時間になるらしい。

「そうかもしれませんね……隣に座ってもよろしいでしょうか？」

「は、はい。どうぞ」

　彼が寝台の上に腰をおろすと、二人分の重みで静かに沈む。

「え、えぇと……あの……」

　ユーフェミアは何を言ったらいいのかが、さっぱりわからなかった。愛読書の恋愛小説によると、夫婦になった二人は初夜と呼ばれる儀式を行い、子どもを授かる行為をするらしい。

　『……あっ』『いや……』とか、そう言った会話文が多くなるシーンである。肌を重ねたなどと書かれ、具体的に何が「いや」なのかはまったくわからない場面なのだ。

「これから、子どもを授かる行為をするのでしょうか？」

　フェリクスの身体がピクリと揺れたが、彼からの言葉はなかった。

　沈黙が落ち、静かに時間だけが流れる。

「……私にはそういった行為が望めません」

　不意に言葉が放たれ、それが誰のものかわからなかった。しかしこの部屋にはユーフェミアとフェリクスしかいない。となれば、今の言葉はフェリクスのものである。

「望めないとは、どういう意味でしょうか？」

　結婚をした二人は、自然とそうなるものだと思っていた。

「私は勃ちません」

　たちませんと言われても、やはりその意味がわからない。今、彼は二本の足でしっかりと立っていたはず。

「たたない、とは？」

　フェリクスの身体がふるふると震えた。ユーフェミアよりも大きくてがっしりとしている彼が、雨に濡れて震えている子猫のようにも見える。

「勃起しないのです。勃起不全とでもいえばいいでしょうか」

　先ほどから、彼の言っている意味がよくわからない。

　たたない。ぼっきしない。どういうことだろうか。

「ごめんなさい。先ほどからフェリクス様のおっしゃっている意味がまったくわかりません」

　ユーフェミアの言葉に、彼は榛色の瞳を瞬いた。

「ユーフェミア様は、どのようにして子を授かるか。ご存知ですか？」

「ええと。そうですね。わたくしが読んでいる恋愛小説によりますと」

　そこまで言ったとき、彼は目を大きく見開いた。何か間違えたことを口走ってしまっただろうか。

「愛し合う男女が一緒に寝まして、肌を重ねることで子を授かると書いてあったような気がします」

「肌を重ねる……それが具体的にどういった行為であるかは？」

「行為？」

　肌を重ねる行為といわれても、肌と肌を合わせるだけではないのだろうか？　それとも抱きしめ合う？

　それ以外に何があるというのか。

　首を傾げて彼を見上げると、「わかりました」とだけ返ってくる。

「ユーフェミア様が、こういった知識に乏しいことがわかりました」

　知識が乏しいと言われて、気分がいいわけがない。少しだけカチンときて、フェリクスを睨みつける。

「わたくしをバカにしていらっしゃるのでしょうか？」

「申し訳ありません。決してバカにしたとか、そういったわけではありません……触れてもよろしいですか？」

　フェリクスが手を伸ばしてきて、ユーフェミアの手に触れようとしたところでピタっと動きを止める。まだユーフェミアの許しがないことに気がついたようだ。表情をかえずに、ユーフェミアの返事を待っている。

　だが、まずは触れ合わなければ、その後の行為に結びつかないのだろう。

　ユーフェミアがコクリと頷く。

　手首を彼に掴まれた。どこかごつごつとしていて、硬い指先だ。

　ユーフェミアの心臓がトクトクとうるさい。これでは目の前のフェリクスに聞こえてしまうのではないだろうか。

　緊張のあまりゴクンと喉が鳴って、それがより空気を張り詰める。

「私のものに触れてもらいますが、嫌ならば嫌だとはっきりおっしゃってください」

　彼の何に触れるというのか。

　掴まれた手はフェリクスの身体に引き寄せられ、導かれた先は彼の股間だった。そこには何かが隠れていて、それはやわらかい。

「……？」

　不思議に思い、ユーフェミアは彼の顔を真っすぐに見る。

「男にはこれがついているのをご存知ですね？」

　いわゆる男性器。ユーフェミアにはないもの。それくらいなら、ユーフェミアだってわかっている。

「はい」

「これをユーフェミア様の身体にいれる必要があるのですが、このように私のものはやわらかいので入りません」

　やわらかいほうが、形状自在になってどこにでも入りやすいと思うのだが。

　ユーフェミアはきょとんとした視線を彼に向けた。

「やはり、ユーフェミア様はよくわかっていらっしゃらなかったのですね？」

「そう、ですね？　フェリクス様がわたくしのどこにそれをいれるとおっしゃるのか。さっぱりわかりません。今のところ、入りそうなところは口でしょうか？」

　フェリクスは一度目を大きく開いてから、苦笑する。

「まぁ、そういった行為もないわけではないのですが……まぁ、きちんと受け入れるべき場所があるので、それは安心してください」

　まったくもって安心できない。

「とにかく今日はお疲れになったでしょう。私も自分の部屋に戻りますので、ユーフェミア様もゆっくりとお休みになってください」

　ユーフェミアの手を解放したフェリクスが立ち上がろうとしたところを、今度はユーフェミアが慌てて彼の手を捉えた。

「あの……」

　フェリクスが驚いた様子でユーフェミアを見下ろす。

「フェリクス様はどちらにいかれるのですか？」

「私も私室をいただきましたので、そちらに」

「ですが、わたくしたちは結婚したのですよね？　結婚したのであれば、一緒に寝るべきなのでは？」

　少なくとも、ユーフェミアの愛読書にはそのようなことが書かれていた。夫婦なのに別々に寝ると、あの二人は仲が悪いと周囲から思われると。

「幸いにも、わたくしの寝台は二人で横になれるほど広いのです」

　その言葉に、フェリクスも何か思うところがあるのだろう。じっとユーフェミアを見つめると「そうですね」と呟く。

「私たちは今日、夫婦となりました。それなのに部屋を分けて寝たのであれば、そういった話は瞬く間に広がり、結婚は互いにとって不本意であったと周囲からは思われてしまいますね」

　不本意な結婚であったかと問われると、不意打ちであっただけで、決して不本意であったわけではない。

「フェリクス様との結婚については、驚きはしましたが……」

　ユーフェミアの言葉に、フェリクスは片眉をあげた。

「それでもいつか、結婚しなければならないのであれば。その相手がフェリクス様でよかったのかもしれません」

「なるほど」

「だって、全然知らない殿方とこのようにお話なんて、わたくしできませんもの」

　そう言ったユーフェミアの頬は、無意識のうちにゆるんだ。

　まだ何度か顔を合わせたことのあるフェリクスだったからよかったのだ。これが見たことのない男性であったら、何もしゃべれなかった。

「では、ユーフェミア様の寝台で共に眠ることの許可をいただけますか？」

　フェリクスも微笑み返す。

「許可だなんて……どうぞ、一緒に寝ましょう」

　ユーフェミアは寝台の奥へと移動して、フェリクスが横になれるだけの場所を空けた。

「失礼します」

　フェリクスが寝台に横になったところで、ユーフェミアは枕元のランプを弱め、彼の隣で横になる。

「寒くはありませんか？」

　同じ掛布の中に他人がいる。

「はい。十分にあたたかいです」

　誰かと一緒に眠るなんて、いつ以来だろう。少なくともユーフェミアにはそういった記憶がない。

　いつも一人、ここで寂しく眠っていた。

　自分ではない誰かがいるという事実が嬉しくて、ストンと眠りに落ちてしまった。




　はっとして目が覚めると、すでにフェリクスの姿はなかった。

　だけど彼がいたであろう証として寝具が少し乱れていた。その事実に安堵する。

　ベルを鳴らしてルーシーを呼びつける。

「おはようございます、奥様」

　奥様と呼ばれると、心がどこかくすぐったい。ふふっと笑みがこぼれてしまう。

「おはよう、ルーシー。ところで、フェリクス様は？」

「旦那様は真面目な方でいらっしゃいますね。朝から、外で鍛錬に励んでおりましたよ。すでに終えて着替えていらっしゃるかと」

　ユーフェミアが幼い頃から暮らしているこの離塔には、男性の使用人がほとんどいない。庭師などは年の老いた男性であり、料理人もやはり年配の男性だ。

「ねえ、ルーシー。もしかしてフェリクス様がいらっしゃったから、わたくしももう少しお外に出られるかしら？」

「そうですね。旦那様とご一緒でしたら、問題はないかと思います。旦那様に相談してみましょう」

　ベージュのモーニングドレスは、地味な色合いでありながらも花柄の刺繍が細やかで、ユーフェミアのお気に入りのドレスの一つでもある。

「フェリクス様は、気に入ってくださるかしら？」

　なぜか彼に気に入ってもらいたいという気持ちが働いた。どうせ一緒にいるのだから、彼が嫌う格好よりは好きな姿でありたい。

「えぇ。とてもよくお似合いですよ。髪も結いましょう」

　ルーシーは慣れたてつきで、するするとユーフェミアの髪を結い上げた。首筋に外気が触れる。

「旦那様は食堂でお待ちです」

　食堂と呼んでいるが、王宮にあるような広い場所ではない。こぢんまりとしたダイニングテーブルが置いてあり、十数人が座ったらいっぱいになってしまうような、そんな場所だ。その場所でユーフェミアは食事をとり、彼女が終わると使用人たちも利用する。

　部屋から食堂に行くには、階段を下りる必要がある。毎日、上り下りしている階段であるのに、今日はどこか心がふわふわとしていた。

「おはようございます」

　扉を開けて食堂に入ると、そこにはすでにフェリクスの姿があったが騎士服を着ている。

「……おはようございます」

　フェリクスが座っていた場所は、ユーフェミアの席の向かい側。真っすぐ前を見ると、彼の顔がある。じっと見つめていたら、フェリクスは怪訝そうに眉間にしわを寄せた。

「どうか、されましたか？」

「いいえ。どうもしません。ですが、フェリクス様が目の前におりますので、前を見るとフェリクス様のお顔があります」

「なるほど」

　しばらくして食事が運ばれてきた。

　食事をしていても、目の前にいるフェリクスが気になってしまう。

　カトラリーに添えられた長い指。口元まで運ぶ一連の所作。このように、誰かと向かい合って食事をするのも、記憶のかぎりでは初めてかもしれない。

　フェリクスが視線に気づき、顔をあげた。

　目が合った。

　たったそれだけのことであるのに、なぜかユーフェミアの心臓はドキドキと大きな音を立てている。深く息を吸ってから、口を開く。

「フェリクス様」

　彼は動かしていた手をぴたっと止めた。

「あの……お散歩につきあっていただけますか？」

「散歩ですか？」

「はい。わたくし、いつもこの周辺しか出歩いたことがないのですが。もう少し遠くまで行ってみたいのです。裏には森があるでしょう？　それに、お庭の奥にいけば噴水もあると聞いています」

　彼は何か考え込むような仕草を見せたあと、フォークを置いた。

「そういうことでしたら、お付き合いいたします。ここでユーフェミア様をお守りするのが私の役目ですから」

　ユーフェミアは、その言葉に何か引っかかるものを感じた。

　それでもこの後、外に出られる楽しみによって違和感は上書きされ、自然と顔がゆるんだ。




　いつもはルーシーと離塔の前の庭園をぐるりと歩く程度。あとは、花壇の手入れをするくらいでしか、外に出たことはなかった。

　つばの広い帽子をかぶって外に出ると、そこにはすでにフェリクスの姿があった。

　太陽の光を浴びている彼の金色の髪は、きらきらとまばゆく輝いている。その眩しさにおもわず目を細くすると、フェリクスはこちらを気遣うかのようにして顔をのぞきこんできた。

「やはり……太陽の光に当たるのは、よろしくないのでは？」

「いえ。大丈夫です。きちんと日焼け止めのクリームも塗りましたし、こうやって帽子もかぶっておりますし。日焼けの対策はばっちりです」

「そうではなくて……いえ、なんでもありません。では、少しだけ、周辺を歩いてみましょう」

　まるで歩き立ての子どもを連れ出すような、そんな様子にもみてとれる。

　フェリクスが差し出してくれた大きな手に、ユーフェミアはそっと自身の手を重ねた。

　誰かと手を繋ぐ。

　記憶のある限り、それは幼い頃に父親と一回あったきりだ。

「今日は、噴水の場所までいけばよろしいですか？」

「はい。噴水は、ここから近いですか？」

「そうですね。歩いて十分もかからないかと」

　フェリクスはユーフェミアの歩調に合わせて歩き始める。

「フェリクス様は、お父様の近衛騎士でしたのよね？」

「そうですね。まだ除隊しておりませんので、今も近衛騎士隊に属しております」

「では、お仕事は……？　お父様のところに行かなくて、よろしいのかしら？　それとも今日も、これからお仕事でした？　わたくし、フェリクス様に無理なお願いをしてしまったのかしら？」

　彼に迷惑をかけてしまったのでは、という想いが次から次へと溢れてくる。

「今日からは、こちらにいるようにと言われております。それに、一緒に散歩をするくらい、無理な願いではございません。ユーフェミア様が望むのであれば、いくらでもお付き合いいたしますよ？」

　フェリクスのやさしさが滲み出てくるような言葉であるはずなのに、やはり何かが気になった。その何かがわからない。

「そうですか。それなら安心しました」

　彼と繋いでいる手に、ぎゅっと力を込めた。

　フェリクスは不思議そうに見下ろしてくるが、ユーフェミアはそれに気づかぬふりをした。

　いつもと同じ庭であるのに、隣にフェリクスがいるだけで違って見えるから不思議である。

「いつもは、この辺りで戻ります」

「そうですね。ここから先は道も細くなりますし、木々も生い茂っているため暗くなりますから」

　目の前にはユーフェミアよりも背の高い木が、花をつけてゆったりと揺れている。

「花には触れないようにしてください。バラの小路とも呼ばれているそうですね。こうやって両脇にバラが植えてあります」

　ここにバラの小路があることは、ユーフェミアも知っていた。だけどここに入ってはならないと、幼い頃からルーシーに何度も言われていたのだ。

「少し、怖いわ……」

　ルーシーの言葉が思い出される。

　彼女は、ここには化け物が出て人をさらっていくから絶対に入ってはならないと、そう言っていたからだ。

「そうですね。バラの木によって、日の光が遮られていますから。それで怖いのかもしれませんね。ですが、ほら。よく見てください。このバラは、もう少しで花を咲かせそうですよ」

「……そうね。こっちも咲きそう。あ、こちらは白いバラの木ね」

「そうです。そうやって楽しみを見つければ、この場所も怖くなくなるのではありませんか？」

　フェリクスの言葉が嬉しくて、ユーフェミアは口元をほころばせた。

「ありがとうございます、フェリクス様」

　彼と一緒になってよかったかもしれない──。

　ユーフェミアの心の奥に、そんな想いがぽつっと生まれる。

　しばらく進むと、両脇に植えられていたバラの木が途切れた。

「うわぁ」

　今まで日陰を歩いてきたためか、久しぶりの太陽の光がまぶしかった。チロチロと水の流れる音がする。

「ユーフェミア様が見たいとおっしゃっていたのは、あちらの噴水ですね？」

「ええ。ありがとうございます、フェリクス様」

　あまりにもの嬉しさに、ユーフェミアはたたっと駆け出しそうになった。それを止めたのはフェリクスだった。がしっと力強く、ユーフェミアの手首を捉えた。

　驚いたユーフェミアは、彼を見上げる。

「ユーフェミア様。ゆっくりと向かいましょう。噴水は逃げませんから」

　フェリクスに手を繋がれたまま、ユーフェミアはゆっくりと歩き出す。

　水が勢いよく飛び出して、溢れて、流れる。だけど、その水はどこへ向かっているのだろうか。近くに水が流れていくような川はない。

「フェリクス様……」

　じぃっと噴水を見つめているユーフェミアは真面目な顔で彼に問う。

「どうして噴水の水は溢れないのですか？　お水はどこにいっているのでしょう？」

　フェリクスは目を瞬いた。まるで、ユーフェミアの言っている言葉の意味がわからないとでも言うかのように。

　彼のそんな仕草を気にもとめずに、ユーフェミアは言葉を続ける。

「ずっと水があそこから飛び出していますよね？　ですが、この噴水のお水は、どこにも流れていかないのです」

　彼は口を開きかけて、そこで止めた。何かを考えるように顔をしかめてから言葉をゆっくりと紡ぎ出す。

「噴水の水は、循環しているのです」

「循環ですか？」

「はい」

　フェリクスが噴水の水をのぞきこむと、ユーフェミアも真似をして顔を寄せた。

「ここにためられた水が、あそこで噴き出しているのです」

「水がぐるぐると回っているのですか？」

「そのような感じです。水をただためておくよりは、ああやって循環させたほうがきれいに水を保てると聞いています」

　ユーフェミアはきらきらと光る水飛沫を食い入るようにして見る。

　水がぶつかり合う音、太陽の光を受けて輝く飛沫、揺れる水面。

「……面白いですか？」

「はい、とっても。水は、まだ少し冷たいのですね」

　右手をちゃぷんと水につけた。

「外の気温があがれば、噴水の水もあたたかくなります。そうなると、このように循環していない水には、虫が湧くのです」

　虫と言われて、ユーフェミアはおもわず顔をしかめた。雨上がりの散歩道、水たまりのなかにはうようよと動く虫がいて、驚いた記憶がある。土の中にいる虫や蛇は許せるが、小さな虫がたくさん動いている様子は嫌いなのだ。

「風邪をひかれますよ？」

　フェリクスはユーフェミアの手をとって、上着の内側から取り出した手巾で丁寧に水を拭き取った。

「近くにこのように面白い場所があったのに、わたくしはちっとも知りませんでした」

　だって離塔の周辺、見える範囲しか歩き回ることを許されなかったから。

　外には化け物がいて、ユーフェミアをさらってしまうと、そう言われていたから。

「フェリクス様。これからも一緒にお散歩してくださいますか？」

「ええ、もちろんです」

「ありがとうございます。嬉しいです」

　ユーフェミアは満面の笑みを浮かべた。
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　ユーフェミアと結婚をしたフェリクスであるが、護衛の対象が国王からユーフェミアに変わった、そんな感じであった。

　この結婚の真意を聞かされたときは、いろんな意味で納得した。

　──ユーフェミアは子を望めない。むしろ、性交渉をするだけの体力がない。

　病弱だとは聞いていたが、そこまで重い病気であるとは知らなかった。

　だから、自分が選ばれたのだ。それを誇るべきかどうかは、微妙なところだ。

　ただ、ユーフェミアとの暮らしは悪くはなかった。

　今までは騎士団の宿舎での生活であったが、それがこの離塔に変わっただけ。

　結婚しても新居をかまえなかったのは、やはりユーフェミアの身体のためだ。ここは裏手に森が広がり、静かで自然も溢れている。だから、彼女の療養にちょうどよい場所なのだと、国王は言っていた。

　フェリクスも、衣食住さえ保証されればどこで暮らそうが気にはしない。もともと人付き合いが好きなほうでもないし、なんとなく生きていられればいい。

　だから、この結婚は都合のよいものだと、そう思っている。

　フェリクスの一日は、朝の鍛錬から始まる。彼女と共に眠るものの、そこに性的な接触はいっさいない。そもそもフェリクスは勃起しない。

　心当たりはローバロ侯爵を盗賊から守ったときに怪我をしたことだろう。腕を斬りつけられ、頭を打った。

　それが騎士を辞めようと決心した出来事だったが、あれがきっかけで近衛騎士隊に抜擢され、ユーフェミアと結婚したのだから、縁とは不思議なものである。

　そう考えてみるものの、ユーフェミアは目が離せない護衛対象だった。

　散歩に行きたいとフェリクスを誘う。なんの変哲もない散歩であるはずなのに、彼女は非常に喜ぶ。

　噴水があればそれを不思議そうに眺め、高い木があると大きく見上げる。鳥の鳴き声が聞こえれば声がするほうに走り出し、蝶々が飛んでいるとそれを追いかける。

　怪我をしたら、風邪をひいたらと、フェリクスは気が気ではない。

　走り出しそうなユーフェミアの手を掴むと、彼女は唇をとがらせて不満そうな表情を作る。それでも目的のものを見つければ、弾けるような笑顔を見せた。

　ころころと豊かにかわる表情からも目が離せない。

　最近驚いたのは、ユーフェミアが木に登ろうとしたことだろう。木に登れば、もっと遠くまで見渡せると、そう思ったようだ。

　離塔の低層階には窓があるものの、高層階には外を見渡せるような窓がない。空気を取り入れるような、換気口のようなものだけ。

　だから離塔の周辺にはどのようなものがあるのか、まったくわからないらしい。

　噴水の水がどこに流れていくのかも、わかっていなかった彼女である。

　それをフェリクスが外に連れ出したことで、ユーフェミアの世界は広がった。それ故、彼女の好奇心が爆発したのだろう。

　そうやって毎日身体を動かしているせいか、出会ったときよりも彼女の食事量が増えたようにも見える。そのうえ顔色にも赤みが増して健康的になっているし、身体つきも以前よりも丸みを帯び、さらに魅力的になっている。ふっくらとした艶やかな唇、やわらかそうな頬、長いまつげに縁取られたやさしげな目、すっきりとした小ぶりの鼻。

　並の男であったなら、そのような女性が隣で寝ていたらむらむらっときて手を出していただろう。

　しかしフェリクスにはそういった反応がいっさい起こらなかった。

　隣で眠る彼女を見ているのと、庭に咲くきれいな花を愛でるのは、同じような感覚なのだ。







第三章：緑の祝福








　フェリクスが離塔に来てから、ユーフェミアの生活は一変した。

　朝、目覚めるとお腹がぐぅと鳴る。今までも朝食に不満はなかったのだが、最近では美味しいと感じるようになった。ルーシーからも、食事の量が増えていると言われたくらいだ。

　食後、しばらく休んでからフェリクスと散歩に行く。

　庭の奥だったり裏の森だったり。歩いてすぐの場所であるのに、そこにはユーフェミアの知らない世界が広がっていた。

　森の中は、太陽の光が届かず薄暗い。バラの小路も日陰でちょっとだけ怖い感じがしたけれど、森の中はそれどころではなかった。本当に化け物が出てくるのではと思えるくらいで、おもわずフェリクスの腕にしがみついてしまったほど。

　彼は、森の中にはたくさんの生き物がいて、それらが暮らしやすい環境になっていると言った。太陽の光が苦手な動物や植物もいる。

　さわわと風が吹くと、木々のゆらめく音がする。耳を澄ませば、鳥や虫の声、植物の息づかいが聞こえてくるようだった。

　この森に川が流れているのを知ったのは、何度目の探索のときだろうか。

「フェリクス様、水の流れる音がしませんか？」

　音がするものを確かめたくて、逸る気持ちと同じように足を速めようとしたところ、フェリクスがしっかりと腰に手を回してきた。

「ユーフェミア様。いつも言っているでしょう？　急に走り出しては危ないです。この前のように転びそうになったらどうするのですか」

　フェリクスも最近はルーシーに似てきたところがある。こうやって注意されることが増えたのは、それだけ彼との距離が近づいたということだろうか。

　いや、フェリクスがユーフェミアに対する遠慮がなくなってきているのだ。結婚した夫婦なのだから、遠慮する必要もないのだが。

　そんな彼と過ごす毎日は、とても楽しい。今までの生活にも不満はなかったけれど、彼がやってきてからは一日がキラキラと輝くようで、あっという間に過ぎていく。

「また噴水があるのでしょうか？　こんな森なのに？」

「この森にあるのは、川ですね」

「え？　川？　川があるのですか？」

　ぱっと顔を輝かせたユーフェミアは、今にも駆け出しそうなほど。

　フェリクスはしっかりと彼女の手を握りしめると、道案内でもするかのように、迷うことなく足をすすめた。

　森の中は、何かが踏みしめたような道しかない。本来であれば、そこも道ではなかった。だけど、誰かが何度も行き来して、踏み固められて道になる。

「ここは獣道ですから、気をつけてゆっくりすすみましょう」

「けものみち？」

「言葉のとおり。森に住む生き物たちが使う道です。彼らのおかげでできた道で、私たちはそれを利用させてもらっているのです」

「まぁ。でしたら、通行料を払ったほうがいいのかしら？」

　フェリクスが震えたので、繋がれた手も小刻みに揺れる。

「フェリクス様、どうかされましたか？　震えていらっしゃいますよ？　寒いのですか？」

「いえ。ユーフェミア様のお話が、面白かったので、つい……」

「わたくし、面白いことを口にしたつもりはないのですが？」

「あ、いえ。申し訳ありません。ユーフェミア様の発想が、私にはないものでしたので。面白い考えだなと思ったわけです」

　最近のフェリクスは、笑ったり怒ったりするようになった。最初は鉄仮面のように見えた彼の顔も、よく見ればゆっくりと表情がかわるのだ。それもユーフェミアと一緒にいるときだけ。

　使用人たちの前では、未だに鉄仮面である。

「わぁ……」

　目の前に広がる見たことのない景色に、ユーフェミアは感嘆の声をあげた。

　木々が生い茂る森の中に、ゆるやかに流れる川。重なり合う枝の隙間から差し込む陽光が、不規則に照らす岩や水面。緑のにおいがたちこめていたのに、そこだけ清々しい水の香りが漂う。

「フェリクス様。わたくし、初めて川を見ました」

　ユーフェミアの声が、一際、明るくなる。

「もっと近くで見てもいいですか？」

　穏やかな川は浅く、獣道から下りられるようになっていた。もしかしたら動物たちは、この道を使って川へ水を飲みに行っているのだろうか。

「足元に気をつけてください」

　フェリクスが言うように、整備されていない獣道は土が踏み固められただけ。そこを川に向かって進むと、小さな石がごろごろと足元に転がっている。

「フェリクス様。お水が清んでいて、とてもきれいですね」

　フェリクスは、はしゃぐユーフェミアを、少し離れた場所から穏やかな様子で見つめていた。

　彼女はしゃがみ込んで、川の水に手をつける。

「うわ。冷たいです……あ、フェリクス様」

　ユーフェミアは手を振って、フェリクスを呼ぶ。

「どうかされましたか？」

「見てください。魚がいます」

　たったそれだけなのに、ユーフェミアは宝物を見つけたとでも言うかのように瞳を大きくする。

「捕まえてもいいですか？」

「え？」

　フェリクスが止めるより先に、水に向かって手を伸ばす。

　パシャッと身体のバランスを崩した彼女は、大きく水飛沫をあげて手をついた。

「ユーフェミア様！」

　フェリクスは血相を変えて、すぐさまユーフェミアを抱き起こす。

「冷たいです」

「……とりあえず、濡れた服を乾かさなければ。少し、しぼりますね」

　水分を含んだスカートの裾からしたたり落ちる水滴。ひどく濡れた場所は、幸いにもスカート部分だけ。あとは、飛沫が跳ねたくらいだ。

「失礼します」

　そう言ったフェリクスがスカート部分に手をかけた。その手がぎこちなく、硬直したかのようにも見えたが、ほんの一瞬のことであった。彼は手際よく水を多く含んだ部分をしぼっていく。

「……寒くはないですか？」

「……はい。ありがとうございます」

「ユーフェミア様。今はこれだけで済んだからよかったものの、下手をすれば川に流されることもあり得るのですよ」

「……はい。ごめんなさい」

　しゅんと顔を下に向ければ、チャプンと川の水が跳ねて、水面がきらきらと光った。

「フェリクス様。今、見ました？　魚がぴょんて」

　そう言ったユーフェミアの肩もぴょんと跳ねた。

　鉄仮面だったフェリクスの顔が崩れていく。仕方ないなとでも言うかのように、笑みを浮かべた。

「ええ、見ました」

　濡れたユーフェミアの肌をあらかた拭き終えたフェリクスは、自身の上着をユーフェミアの肩にかけた。

　驚いた彼女は、彼の顔を見上げる。

「水に触れて寒いでしょう？　ここで服を乾かすよりは戻ったほうが早い。帰りましょう」

　かけられた上着から感じるのは、彼のぬくもり。そして、匂い。

「ごめんなさい……ありがとうございます……」

　かけられた上着の前身頃をきつく握りしめる。それは寒いわけではなくて、少しでも彼を感じたかったからで。

「歩けますか？」

「は、はい……」

　不意に声をかけられたユーフェミアは、頬に熱がたまっていくのがわかった。

　なぜこのような気持ちになるのか。

　フェリクスはユーフェミアの歩調に合わせてゆっくりと歩いてくれる。足場の悪いところは身体を支えてくれるし、常に手を離さずにしっかりと握っていた。

　その間、ユーフェミアの心臓は、うるさかった。

　離塔に戻った途端、ユーフェミアの姿を見つけたルーシーが慌ててやってきた。

「ユーフェミア様……」

「ルーシー。私の失態です。ユーフェミア様を責めないでください」

「旦那様……」

　何か言いたげなルーシーは、ユーフェミアの全身を確認するかのように見回してから、すぐに中に入るようにと口にする。

「すぐに湯浴みの準備をいたしましょう。いくら外は気温が高いとはいえ、水に濡れたのであれば、体温が下がってしまいますからね」

「ねえ、ルーシー。わたくし、初めて川を見てきたの。お魚がいたのよ」

　ピリリとした空気のルーシーと裏腹に、ユーフェミアの声は明るい。

「はいはい、ユーフェミア様。お話はあとでゆっくりと聞かせてくださいな。風邪をひかれたら、お散歩にも行けなくなりますよ」

　ルーシーの言葉は、子どもをなだめるかのようでもある。

「フェリクス様。お着替えが終わったら、一緒にお茶を飲みましょう」

「はい。ですが、まずはルーシーの言うことを聞いてください」

　フェリクスの言葉に、ユーフェミアは渋々と従った。
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　ルーシーに背を押されるようにして浴室へと向かうユーフェミアを見送ってから、フェリクスも建物内へと入る。

　自室へと戻ったフェリクスであるが、身体に異変を感じたのだ。

　なぜか下半身が疼く。反応しないと思われていた場所に、血液がたまっていくような、そういった感覚があった。

　だが深く息を吐いて、その現象を抑え込む。これからユーフェミアと一緒にお茶を飲む約束をしたというのに。

　思い返せば、ユーフェミアは外に出るたびに、勝手にどこかへ走りだそうとする女性だった。今までどんな暮らしをしていたのかと思いたくなるほど、何においても「初めて見ました」と口にする。

　本はよく読んでいるようで、それなりに知識はあるらしい。だけど、現物を見たことがない。それは噴水、川、魚。少し歩けば身近にあるようなものであっても、該当する。

　花の世話には慣れており、そちらの方面はめっぽう強い。そして土の中にいるような生き物も平気で触れる。

　とにかく、不思議な女性。気になって惹きつけられて、目が離せない。




　目の前には、ケーキを頬張ってにこにこと笑っているユーフェミアの姿があった。

　湯浴みを終え、新しいドレスに着替えた彼女だが、寒がっている様子もないし、熱を出している気配も感じない。それだけでも、安堵のため息が漏れ出る。

「たくさん歩きましたから、お腹が空きました。これは、スーザンにお願いして作ってもらったのです。スポンジがふわふわとしていて美味しいんですよ」

　落ちそうになる頬を支えるかのように手を添えて、にっこりと微笑みながら味わっている姿は、やはりかわいらしい。

「私の分も食べますか？」

　フェリクスの言葉に、彼女は紺色の瞳をぱちぱちと瞬いた。嬉しそうに口元をほころばせたと思ったら、すぐに引き締める。

「駄目です。それはフェリクス様の分です。美味しいものは、食べてもらいたいです」

「……なるほど」

　フェリクスも今、それほど美味しいのであればユーフェミアに食べてもらいたいと思った。彼女が喜んでくれるだろうと考えたからだ。

　どうやらそう思ったのはフェリクスだけでなく、彼女も同じだったらしい。

　そうであれば、このケーキを食べたほうがいいはず。遠慮していたと言えば遠慮をしていたし、特別、ケーキを食べたいとも思わなかった。喉を潤すための紅茶があれば、十分だ。

　しかしユーフェミアがそう言うのであれば、食べたいような気がしてくるから不思議である。

「ユーフェミア様がそうおっしゃるのであれば……食べてもよろしいですか？」

　夫婦となったはずなのに、それでもぎこちないのは、彼女が王女だったからだろう。降嫁したとはいえ、その肩書きはフェリクスの中では大きな枷にもなっている。

　そんな彼女はフェリクスの手の動きを見守っていた。あまりにも見つめられると食べにくいのだが、本当に食べるのかと、疑っているにちがいない。

　フォークの上に一口のスポンジをのせて口の中にいれると、ふわっと甘い香りが広がった。それは舌の上でとろけて消える。そして残るのは微かな酸味。

「……美味しいですね。今、口の中で消えました」

　たったそれだけの言葉であるのに、ユーフェミアは喜悦の色を浮かべる。

　ずくっと下腹部が疼いた。彼女の幸せそうな顔を見るたびに反応する。

　フェリクスが食べたことに満足したのか、ユーフェミアも次々と手を動かし始めた。

「フェリクス様。また、川に連れていってください。ルーシーも、フェリクス様と一緒であればいいと言っておりましたので」

　二度と連れていくなと叱られるのかと思っていたが、どうやらそうではなかったらしい。

　この場所から歩いていける場所など限られている。

　先日までは、広い庭園内をぐるぐると歩いていたが、ユーフェミアはもっと違う場所も見たいと言い出した。

　裏手にある森が気になっていたようだ。

　あたたかくなってきた季節でもあるし、あまり奥に入らなければ大丈夫だろうとフェリクスも考えていた。森の中からでも離塔が見える場所を歩く分には問題ないだろう。そんな気持ちで森へと入った。

　だけどその場所で、ユーフェミアの好奇心が爆発した。

　川はまずかった。いろいろな意味で。

　彼女を濡らしてしまったこともそうだが、濡れそぼった彼女を目にしたフェリクスは、無邪気に笑う姿に女性を感じた。

　水滴がついている頬、濡れた衣類に包まれる上半身、スカートの裾をたくし上げたときに見えた白い足。

　ドクンと心臓が大きく鳴り、熱はすべて下腹部へとたまっていった。

　すっかりとケーキを食べ終えたユーフェミアは、小さくあくびを漏らした。手でおさえていたとしても、その様子は伝わってくる。

「あ……ごめんなさい。はしたないですよね」

「お気になさらず。ここには私とユーフェミア様しかおりませんし。なによりも私たちは夫婦なのですから」

　そう、ユーフェミアとフェリクスは夫婦なのだ。

「少し、お休みになりますか？　たくさん歩いて疲れたでしょう？」

　この離塔ではのんびりと時間が流れている。

「こちらは、私が片づけておきますから。ユーフェミア様はお休みください」

「では、お言葉に甘えまして」

　すっと席を立った彼女は、長椅子にゆっくりと向かう。そこに身体を預けると、静かに目を閉じた。

　すぐさま規則正しい寝息が聞こえてくる。よっぽど眠かったのだろう。

　フェリクスは、彼女に毛布をしっかりとかけると、テーブルの上を片づけ始めた。

　ワゴンの上にのせて部屋の外に出す。

　静かな室内。おだやかな空気。

　刺激のない生活かもしれないが、それでも悪くないと思っていた。なによりもここには、ユーフェミアがいる。彼女がいるだけで心に光が差すようなあたたかな気持ちになった。

　ただ、こうなってしまうとフェリクスは手持ち無沙汰になる。書類仕事があるわけでもないし、厳しい鍛錬をしなければならないわけでもない。

　ユーフェミアの側にいて、彼女を見守る。それがフェリクスに課せられたものだと思っていた。

「んっ……」

　彼女が身じろぐと、毛布が肩からずり落ちた。先ほども水浴びをして身体が冷えたばかりだ。

　落ちた毛布を手にすると、彼女からは何か甘い香りが漂ってきた。それは砂糖菓子のような甘さではなく、花の蜜のようなそういった甘さ。

　すぅすぅという小さな寝息に合わせて、ユーフェミアの頬にかかる髪がふわふわと動いている。それが邪魔そうに見えたので、フェリクスは指で髪を払う。

「……?!」

　身体がおかしい。いや、その前兆はあった。

　きっかけはユーフェミアが川に落ち、濡れたとき。いつもはあどけない彼女が、急に大人びて見えた。妖艶さをまといながらも、無邪気に笑いかけてくる。大人と子どもが混じり合い、フェリクスを淫靡な気持ちへと誘った。

　その瞬間、熱が下腹部に集中し、疼いた。

　間違いなく興奮している。そして今、完全な状態とは言いがたいものの、勃ち上がっている。

　これは喜ぶべきなのか。

　静かに毛布をかけ直すと、フェリクスはユーフェミアから距離をとった。まずは、落ち着くのが先だろう。

　離れた場所にある椅子に浅く腰掛け、腕を組んで目を閉じた。

　久しぶりの感覚に、熱を逃す方法すら忘れかけていた。だが、違うものを考えて気持ちを鎮める。

　それでも同じ部屋にユーフェミアがいるという事実が、フェリクスを刺激する。

　いっそのこと眠ってしまおう。

　静かに呼吸を整え、気持ちを落ち着ける。

　しかし、そうなると余計にユーフェミアの存在を感じるのだ。彼女の寝息が静かな室内に響く。

　これでは国王の信頼を裏切ってしまうことになる。なにしろ、この結婚はフェリクスが勃起しないために成り立ったようなものなのだから。

　それなのに、フェリクスがユーフェミアに対して欲情していると知られたら──。

　間違いなく離縁だろう。それだけは嫌だった。

　なぜ嫌なのかはわからないが、とにかく嫌だった。今のこの関係を壊したくない。

　どのくらいそうしていただろうか。気配を感じて目を開けると、目の前にユーフェミアが立っていた。

「……フェリクス様。どうされました？　先ほどからうなされているようですが」

　心配そうに眉を八の形にして、フェリクスの顔をのぞき込んでくる。甘い香りがいっそう強くなり、フェリクスを刺激した。

「もしかして、お熱があるのですか？　わたくしが上着をお借りしたから、フェリクス様が風邪をひいてしまいましたか？」

　ユーフェミアの白い手が伸びてきて、フェリクスの額に触れた。

　ドクンと鼓動が跳ねる。

「顔も赤いようです。やはり、熱が？」

　空いているもう片方の手は、フェリクスの体温を確かめるように、頬をなでていく。

「……うっ」

　熱と欲を逃すかのように息を吐くと、あられもない声が漏れ出た。

「やはり、苦しいのですか？　お休みになられますか？」

「……いや。できれば、少し、私から離れていただけないでしょうか？」

　彼女は驚いたように紺色の目を大きく見開いてから、寂しそうに細くした。

「わたくしのことが嫌いになりましたか？」

「ち、ちがいます」

　慌てて首を左右に振るものの、彼女は悲しそうに瞳を曇らせてフェリクスを見つめる。

　仕方ないと、フェリクスは視線を自身の股間に向けた。するとユーフェミアも同じようにそれを追う。

「申し訳ありません。ユーフェミア様があまりにも刺激的すぎて、興奮しています」

「まぁ」

　ユーフェミアがゆっくりと首を傾けると、珊瑚色の髪がはらりと落ちてフェリクスの頬を流れていく。彼女の視線はフェリクスの下腹部を捉えた。

「腫れておりますね。苦しいのですか？　お水で冷やしたほうがよろしいのでしょうか？」

　ちょっと的外れな答えに、フェリクスはどうしたらよいのかと悩む。

　彼女は純粋にフェリクスを心配し、この状態を鎮めようとしてくれているのだが、ユーフェミアがその場にいるだけでこれは長引いてしまう。

「ユーフェミア様……この状態はユーフェミア様が私の近くにおられて、それに私が過剰に反応しているからです」

「過剰に反応？　わたくしはいつもフェリクス様のお側におりますが？」

「そうですが……。ですが、今はいつもの私とは違うのです」

　わからない、とでも言うかのように、彼女は首を横に振る。

「先ほどからフェリクス様のおっしゃっていることがよくわかりません。ここが腫れているのは、わたくしのせいだと？　わたくしのせいで、フェリクス様は辛い思いをされているのですか？」

「そうです。ですから、離れていただきたい」

　それははっきりとした拒絶のつもりだった。

　だがユーフェミアを傷つけたかもしれない。そう思いながら、彼女の近くにこれ以上いるのは危険である。ひとりになって熱を冷ましたい。

「フェリクス様はお辛いのでしょう？　わたくしはフェリクス様の妻です。夫が辛ければ心配になりますし、少しでも楽にしてさしあげたいと思います」

　その言葉が示すように、ユーフェミアは苦しそうに眉間にしわを刻んだ。

　だが、今だけは放っておいてほしい。そう思って先ほどから拒絶の言葉をかけているのに、これほどまで彼女が強情だとは思わなかった。

「今、冷たいものを用意いたしますね」

　腫れているから冷やす。彼女は本当にそう思っているようだ。

「ユーフェミア様……」

　フェリクスは低くうめくような声で、彼女の名を口にした。

「冷たいものは不要です。ですがそのまま、この部屋を出ていってもらえませんか？　今は、ひとりになりたいのです。それは決してユーフェミア様が嫌だとか、そういうことではありません。ただひとりになりたい。ユーフェミア様にもそういうときがおありでしょう？」

　ユーフェミアも何かを考えるかのように首を傾げた。

「……お願いします。私をひとりにしてください」

　懇願するようなすがる声。

　ユーフェミアもやっと「わかりました」と言って、扉へと向かった。その背中が丸まって、普段よりも元気がないように見えた。

「フェリクス様。もし何かありましたら、すぐにお呼びください。わたくし、こう見えてもフェリクス様のことが心配なのです」

　振り返りもせず、彼女はそう言った。

「……はい。心配をおかけして、申し訳ありません」





～～＊＊～～






　部屋を出たユーフェミアは、しめた扉に背を預けた。しゅんと下を向く。天窓から降り注ぐ光が、足元を明るくしているが、ユーフェミアの心はどんよりと曇っている。

　──ひとりになりたい。

　今まで彼から、そのような言葉を言われたことはない。

　一緒に散歩をして、一緒に食事をして、一緒に寝て。そうやって一緒に過ごしてきた。離れたいと、はっきりと言われたのは初めてかもしれない。

　嫌われたのだろうか。飽きられたのだろうか。

　理由がわからない。

　あれほど苦しそうにしているのに、看病をしなくてもいいのだろうか。フェリクスがいなくなってしまったらと考えると、胸がぎゅぅっと締め付けられるほど苦しくなる。

　このまま部屋に戻ってもいいのだろうか。

　だけど彼はひとりになりたいと言った。

　フェリクスの言葉と、フェリクスを心配する気持ちがぐるぐると混じり合っている。

　どうしたらいいかがわからない。どうしたら彼に好かれるかもわからない。わからない、わからない──。

『……くっ……』

　扉の向こう側から、フェリクスの苦しそうな声が聞こえてきた。

　ユーフェミアはふと顔をあげた。手の先が冷たくなるくらいに緊張している。

『ふぅ……』

　苦しんでいたら助けたいと思う。

　フェリクスは、ユーフェミアが困っているとすぐにそれを察して手助けしてくれる。

　それでも彼は、ひとりにしてほしいと言った。

　いったい、どうしたらいいのだろうか。

　こんなに苦しそうなうめき声を聞いて、ひとりになんてできるわけがない。ユーフェミアは意を決しもう一度部屋へと戻る。

「フェリクス様……」

「ユーフェミア様。お部屋に戻られたのではないのですか？」

　フェリクスは先ほどと同じ場所に座ったままだった。額にうっすらと汗を滲ませているものの、困ったように目尻を下げた。

「ご、ごめんなさい。フェリクス様の辛そうなお声が聞こえてきたので」

「そうですか……では、私が部屋に戻ります。少し落ち着きましたので……」

「そんなに辛いのであれば、別にこのお部屋を使っていただいても。どうせ、他に人はおりませんし」

　部屋数ほどの人はいない。昔からこの離塔はそうなのだ。ユーフェミアを閉じ込めておくための場所というのは、薄々気づいていた。

　そんな場所に来てくれたフェリクス。彼はユーフェミアを新しい世界へと導いてくれた人。

「……いえ。もう、大丈夫です」

　ふぅ、ふぅ、とフェリクスは大きく呼吸をする。必死で落ち着こうとしているようにも見えた。

「フェリクス様……ご迷惑をおかけして申し訳ありません」

「いえ、ユーフェミア様のせいではございません。すべて、私のせいです」

　立ち上がろうとする彼の身体を支えようとすると、その手をぱしりと弾かれた。

「フェリクス、さま？」

　驚いたユーフェミアは彼を見上げると、フェリクスは苦悶の表情を浮かべる。

「申し訳ありません……ですが、今のユーフェミア様は、私にとっては毒なのです。今だけは、私に触れないでいただきたい」

　そう言ったフェリクスは、大股で歩いて部屋を出ていった。

　ユーフェミアの胸はしくしくと痛み、気づかぬうちに涙が頬を伝った。

　なぜこのような仕打ちをされなければならないのか。さっぱりわからず、軋む胸をかき抱く。




　フェリクスと気まずい関係が続くのかと思いきや、そうでもなかった。夕食の時間になると、彼はいつもと変わらぬ様子でユーフェミアを迎えにきた。

「……先ほどは、たいへん失礼いたしました」

　礼儀正しく、きっちりと頭を下げるその姿を見て、拍子抜けしてしまう。

「身体の具合は、もう、よろしいのですか？」

「はい」

　穏やかな笑みを浮かべる様子を目にすると、ユーフェミアの胸のつかえもストンととれた。

　フェリクスに嫌われたらどうしようかと、気が気ではなかった。そして、彼がここから去ってしまったらと考えると──。

　食事も滞りなくすすみ、あとは寝るだけとなった。

　たいていユーフェミアは、フェリクスが部屋にやってくるまでは本を読んで過ごす。本だけは、新しいものがたくさんあるのがこの離塔なのだ。地下には書庫があって、さまざまな本が置いてあるものの、ユーフェミアが読むのは物語の本ばかり。

　いつもルーシーが本を返して、本を取りにいく。どのような本を読みたいかを尋ねられ、希望を伝えるとそれを持ってきてくれる。

　だからたくさん本があったとしても、どのような種類の本がどのくらいあるのかはわからない。ただ知っているのは、地下に書庫があるというその事実のみ。

「……ユーフェミア様」

　いつもは黙ってユーフェミアの側に寄り添ってくれるフェリクスが、開け放たれた扉の前から動こうとしない。部屋に入るのを躊躇しているようだ。

「今日からは、別々に眠りましょう」

　読んでいた本をパタンと閉じたユーフェミアは勢いよく立ち上がり、フェリクスのもとに駆け寄った。しっかりと彼の手を掴む。そうでもしないと、すぐにでも彼が逃げてしまうような、そんな気がしたからだ。

「フェリクス様……いったい、どうされたのですか？」

　下から見上げるようにして彼の顔を真剣な眼差しで見つめた。

「どうも、しません。ですが、お互いに広い寝台で眠ったほうが、ゆっくり休めるかと。そう思っただけです」

　微かに紅色に染まる彼の頬は、熱っぽいようにも見えた。

「フェリクス様……やはり、具合が悪いのですか？」

「……いえ」

「それとも、わたくしのことが嫌いになられたのですか？」

「いえっ、ちがいます……」

　動揺を見せた彼からは、その言葉が事実だろうとは感じ取れるのだが、それでもユーフェミアは不安だった。

「でしたら……どうして？　わたくしはフェリクス様と一緒でもゆっくりと休めます」

　むしろ彼の体温が心地よくて、いつもよりぐっすりと眠れるような気がする。

「ユーフェミア様がよくても、私が……」

「フェリクス様が？　やはりわたくしのことが嫌いに？」

「ち、ちがいます……むしろ、その逆です」

　薄い紅色だった彼の頬は、さらに赤みが増した。

「私は、ユーフェミア様に邪な欲望を抱いております。そのような人間が、ユーフェミア様の側にいるのにふさわしいとは思えません」

「邪な欲望というのは、いったいどのようなものですか？　わたくしを殺したいと、そう思っていらっしゃるとか？」

　フェリクスの話は、ときどきふわっとしていて、ユーフェミアにはわからないことが多い。

「いいえ。それとは逆の感情です。あなたのことが愛おしくて、あなたを食べてしまいたい……そういった感情です」

「食べる？　人が人を食べるのは、神の教えでは禁忌とされております」

「ユーフェミア様……そろそろ、あなたにもいろいろと教えたほうがよさそうだ。そういった無知が私を煽っていることなど、お気づきになっていないのでしょう？」

　空いている手で今度はフェリクスがユーフェミアの手首を掴んだ。そのまま彼の身体に引き寄せられる。

「……？」

　彼と結婚した日の夜。今と同じようにユーフェミアの手はそこに導かれた。だけど、あのときの感触と今の感触は異なる。

　静かに彼の顔を見つめるが、彼はその視線から逃れるように顔を逸らす。目尻が陰って、その表情はよく見えない。

「勃たないと思っていた私のものですが、こうやってあなたに欲情して反応しました……責任を取っていただけますか？」

「これを、わたくしの身体に埋めると？　子を成す行為？」

　フェリクスは子を望めないと言っていた。それは男性器が勃起しないのが理由だとも。だけど、それが解決したのであれば子を成す行為が可能となるのでは。

「そうです。私のこれをあなたの身体に突き入れるのです。初めては痛いと聞きますが、私は男ですので女性の気持ちはよくわかりません」

「痛い……？」

「そうです。痛いのは嫌でしょう？　私もあなたを傷つけたくはない……だから、ユーフェミア様は私から離れたほうがいい」

　視線を逸らす彼が苦しそうなほど眉間にしわを作っている。

「フェリクス様……フェリクス様は、どうしてそのように悲しそうな顔をしていらっしゃるのですか？」

　ユーフェミアの機嫌を取ろうとしたり、突き放してみたり、そして嫌われようとしてみたり。彼からはそんな様子が感じ取れた。つまり、彼自身にも迷いがあるのだ。

　フェリクスの手首を捉えていた手を離し、彼の頬をやさしくなでる。

「わたくしは生まれたときから、この場所しか知りません。いつか結婚をして子を産み、その子もやがて結婚をし、子を産み。そうやって人は生きていくものだと、そう思っております」

「そうですね。人も動物も、新しい命を産み、育んでいく」

　それでも彼は、ユーフェミアを見ようとはしない。

「つまり、みな、そういった行為をされているわけですよね？　痛みに耐えて……」

「……ユーフェミア様……私はあなたを失いたくないのです」

　絞り出すような声と共に、榛色の瞳が潤んだ。真っすぐにユーフェミアを見つめてくる。

「わたくしも、フェリクス様と離れたくありません。フェリクス様と出会って、私の世界はかわりました。本の世界しか知らなかったわたくしは、フェリクス様と出会って本物を知ったのです」

「ユーフェミア様……抱きしめてもよろしいですか？」

「は、はい」

　彼と手を繋いだことは何度もあったが、身体を抱きしめられたことはない。

　フェリクスの手はユーフェミアを引き寄せて、すべてを包み込むかのようにきつく抱きしめる。

「ユーフェミア様。不甲斐ない私をお許しください」

「どうしたのです？」

　胸元に顔を押し当てられているから、くぐもった声しか出てこない。ただ、触れたところから彼の心臓の音がドクドクと聞こえてくる。

「私はあなたを失いたくないと思いながらもあなたに欲情しています」

　先ほどから下腹部に硬い何かが当たっており、ぐいぐいと押しつけられた。

「これがあなたに対する欲の塊です。ですが、ユーフェミア様には私を受け入れるだけの体力がないと、そう聞いております」

「どういうことですか？」

　ユーフェミアは顔をあげた。真下から見上げるフェリクスの顔は、いつもと陰影が異なって見え、泣いているようにも見える。

「……フェリクス様？」

　彼はユーフェミアの知らない何かを知っていて、それはユーフェミアに関するもの。

　ユーフェミアを抱く腕に力が込められる。

「ユーフェミア様は、お身体が丈夫でないとうかがっております」

　彼は、ぽつぽつと言葉を口にする。それは、この結婚に隠された真の意味でもあった。

「そう、なのですね……？」

　ユーフェミアは知らなかった。自身の身体がそれほど弱いという事実。誰も何も教えてくれなかった。

　だけど、生まれたときからこの離塔で隠されたように生活をしていたこと。定期的に医師が様子をみにくること。父王に疎まれているわけではないこと。

　と、昔からのことをまざまざと思い返すと、納得できる。

「……ですが。わたくしたちは夫婦です。子を望めない……のは、少し残念ではありますが。それは今の話であって、これからのことはわかりません」

　もしかしたらユーフェミアの身体がよくなるかもしれない。ご飯もたくさん食べるようになったし、なによりも外を出歩き、自分でも体力がついたなと実感している。

「わたくし、以前よりも食事の量が増えたと、ルーシーからも言われたのです。フェリクス様とお会いしたときよりも、元気になったように見えませんか？」

　フェリクスの手が、やわらかくユーフェミアの頭をなでた。

「少しずつですが、わたくしも元気になるように、お医者様のいうことを聞きます」

　そうすれば新しい家族が増えるかもしれないと、微かな希望を抱くように明るい声をあげた。

　それでもフェリクスは、ユーフェミアの髪をやさしく梳く。触れ合った箇所から伝わる熱は心地よい。

　しかし、ユーフェミアには気になることがあった。

「あの……フェリクス様……」

「なんでしょう？」

「先ほどからこれが当たっておりまして邪魔なのです。少し、どかしていただけないでしょうか？」

　ユーフェミアの下腹部に押し当てられたものが気になっていた。邪魔だと言えば邪魔だった。もっとフェリクスにぎゅっと抱きしめてほしいのに、それが二人の間を遮っているように感じるからだ。

　その場に手をいれて、もぞもぞと硬いものに触れる。

「これを、ちょっとどかしていただけませんか？」

「……くっ……ユーフェミア様。それに、触れないでください」

　フェリクスが苦悶の声をあげた。

「痛いのですか？」

「痛いと言えば、痛いのですが……我慢を、しているので……」

「我慢？」

　痛みを我慢しているというのだろうか。

「ユーフェミア様……」

　フェリクスが腕の力を弱め、ユーフェミアを解放した。だから、先ほどから二人の間を邪魔しているものを確認しようとした。

　邪魔なもの。それはフェリクスの股間にあった。さっきも導かれて触れてはみたが、これほどのものだったろうか。

「まぁ」

　間の抜けた声をあげたユーフェミアであるが、そこにあるのが男性器であるのをもちろん知っている。以前はふにゃっとしていてやわらかかったものが、今は硬く勃ち上がって布地を押し上げていた。

「腫れていらっしゃる？　あ、さっきも……」

　それはユーフェミアが彼から拒絶され、心を痛めたときも、同じように腫れ上がっていた。

「男は欲情すると、これが硬くなってこのように勃ちあがるのです。これを勃起と呼びます」

　その言葉を聞くのは二度目だ。最初に聞いたのは、フェリクスと初めて顔を合わせたとき。だけどそのとき、彼は「勃起しない、勃たない」と言ったはず。

「フェリクス様はそのようにならないと、自分でおっしゃっておりませんでしたか？」

「そうです……だから、それが理由でユーフェミア様と結婚したのです」

　ユーフェミアの中で、やっと話が繋がった。

　父王がフェリクスを連れて離塔にやってくるようになったのは、すべてこの結婚のためだったのだ。

「だから、こうなってしまっては、私はもうユーフェミア様のお側にいることはできません」

　せっかく二人の気持ちが近づいたと思ったのに、フェリクスは顔を逸らし、ユーフェミアを見ようとはしない。また、互いの間に目に見えぬ壁を築かれた。

「嫌です。本来であれば、喜ぶべきことなのでしょう？　フェリクス様のお身体が元に戻ったということなのでしょう？」

　それでもユーフェミアは彼に寄り添う。壁を築かれたのであれば、それを壊せばいい。

「そうですが……」

「別に、子作りさえしなければ、一緒にいてもいいわけですよね？　わたくし、今さらフェリクス様以外の方と、一緒に暮らすというのは嫌です。だからって、ひとりにされるのはもっと嫌です」

　それは紛れもないユーフェミアの本音だった。この結婚の条件が「子を望む行為をしないこと」であれば、それさえしなければ一緒にいられるのだ。

「私はあなたに欲情している。今すぐ、これをあなたの中に突き入れて、あなたを私のものにしたいと。そんな獣のようなことを考えている男です」

　ユーフェミアは、静かにフェリクスの手を掴む。

「欲は誰にでもあるものです。それを恥じる必要はありません。わたくしだって望めるのであれば、フェリクス様との子を産みたいと思っております。それによってわたくしの命が失われるというのであれば、今は、フェリクス様と共にある時間を望みます」

　掴んだ彼の手を、そっと自身の頬に寄せる。

　なによりも今は、フェリクスと同じ時間を過ごしたい。こうやって触れ合い、息遣いを感じ、熱を知りたい。生きているという証が欲しい。

「ユーフェミア様……今、私はあなたを抱きしめたい衝動に駆られています。ですが、そうすると欲を抑えきれなくなるので我慢します」

　切なそうに眉をひそめる様子に、ユーフェミアの胸がぐずりと痛む。

「我慢する必要はありません。抱きしめてください。欲を解放してください。わたくしは、もっとフェリクス様と触れ合いたい」

　一度知ってしまった人のぬくもりの心地よさ。

「……あなたという人は。なるほど、そうですね……本番さえしなければ？」

　ぼそっと呟くフェリクスの言葉の意味は、もちろんユーフェミアにはわからないものであった。







第四章：青の祝福








　ユーフェミアはフェリクスに抱きかかえられて寝台まで連れていかれ、その上に横たえられた。

「これから、フェリクス様と肌と肌を重ねる？」

「そうですね……少しだけ、私の欲を解放する手伝いをしていただきます」

「そうすれば、フェリクス様もその苦しみから解放されるのですか？」

　フェリクスを苦しめているのは欲。

　ユーフェミアに覆い被さるようにして四肢をつくフェリクスは、真っすぐに彼女を見下ろす。こうやって見下ろされるのは初めてのことで、トクリと心臓が音を立てた。

「そう、ですね。いっときは解放されるかもしれません……ですが、あなたが側にいるかぎり、私の欲は牙を向くでしょう」

　フェリクスの手が、ナイトドレスの合わせ目に触れる。

「フェリクス様……どうしてそこに触れるのですか？」

「男は、男にないものに興奮するのです。特に私は、この胸が気になって仕方ありませんでした。触れたくて触れたくて、そんな欲に溢れていました……触れてもいいですか？」

「え、えぇ……」

　触りたいという欲が溢れているのであれば、触ればその欲は消化されるのだろう。これは、フェリクスを苦しめている欲を鎮めるための行為。

　するりとナイトドレスの合わせ目のリボンが解かれ、押し広げられた。

　乳房が外気に触れ、ユーフェミアはふるりと身体を震わせる。

「寒いですか？」

「い、いえ……そのような場所。誰にも見せたことがありませんので」

「これからも私以外の誰にも見せてはなりません。ここを見てもいいのは私だけです」

　フェリクスの顔が近づいてきて、鎖骨のあたりにチュッと音を立てて唇を落とす。

「ユーフェミア様はいい匂いがします。この匂いが私を惑わせ、私を獣にかえた……」

「フェリクス様……？　……あっ、や、ん……」

　フェリクスが乳房に舌を這わす。たっぷりと唾液を含ませて、なめらかに動かす。

　舌のざらりとした感覚が与える刺激によって、ユーフェミアの身体はぴくっと震えた。

「なぜ、舐めるのです？」

「それは、ユーフェミア様がとても美味しそうだからです」

「食べないで……」

　搾るような声で懇願すると、濡れた乳房に彼の息がふっと触れた。

「そんなかわいらしい声は、男を煽るだけです。ですが、本当に食べるわけではありません。私の欲の解放の手伝いだと、そう思っていただければ……」

「手伝い？　わたくしは何をしたら？」

　先ほどからフェリクスに翻弄されるばかりで、ユーフェミアは手伝いなどしていない。

「私に好きなようにされればいいのですよ」

「あ……んっ……」

　ぱくっとフェリクスはユーフェミアの膨らみを口に咥えた。口からあまった部分には手を添え、柔らかさを堪能しているかのよう。

　初めはくすぐったかったその行為が、少しずつ気持ちよさに変わっていく。

「やっ……ん、ん……なに？　これ……」

　今まで感じたことのない感覚。身体の奥から、ぐずぐずと疼きが生まれてきて、勝手に喉の奥から声が漏れ出てくる。それすら、自分の声とは思えないような。

「んっ……」

　ユーフェミアは、慌てて口元を両手でおさえた。これ以上、変な声をフェリクスに聞かせたくない。

　声を呑み込んでいる様子に彼も気づいたのだろう。それともユーフェミアを愛でるのに飽きたのか。

　フェリクスが顔をあげた。唾液に濡れた膨らみは、ランプの光を淫猥に反射させている。

「ユーフェミア様……声を……声を聞かせてください。私は、あなたの声が聞きたい……」

「だって……恥ずかしいのです。変な声が出て……」

　彼がふっと目尻を和らげ、口元も嬉しそうにほころばす。

「変ではありません。それはきっと、ユーフェミア様が私の愛撫で感じてくださっているから……」

「感じる……？」

　そうです、と呟いたフェリクスは、乳嘴に指を這わした。真剣な眼差しで胸を弄る彼の指は、燃えるように熱い。

「ここ。こうされるのは、どうですか？　それともやはり、舐めたほうがいいでしょうか？」

「ンんっ……わ、わかりません……」

「そうですか。ではこちらは舐めて、こちらは指で弄ります。どちらがより感じるか、それでわかるでしょう？」

　右の乳房は彼の口の中に、左の乳首は指で挟まれ、じりじりと焦がれるような快感がせりあがってきた。

「はぁっ……ん」

　こんな感覚は知らない。いやいやと、首を横に振る。おかしい。

「や……フェリクス、さま……おかしい……おかしいの……」

「おかしくなってください……あ、しまった！」

　顔をあげた彼は、ユーフェミアを真上から見下ろした。

　目尻に涙をためたままユーフェミアも彼を見上げる。

「すみません……気が急いたばかりに、順番を間違えていました。口づけをしてもよろしいですか？」

「わか、わかりません……」

　身体が熱くて、心臓がうるさくて、あまりにもの気持ちよさに胸がとけてしまうのかと思っていたところで、口づけと言われても。

「では、それは肯定と受け取ります」

　目を細くしたフェリクスが顔を近づけてくる。

「んっ……」

　やさしく重ねられた唇であるが、それはすぐに獰猛な動きへと変化する。唇を食まれ、少しだけ開いた唇から力強く舌を差し込まれる。驚いて顔を引こうとすると、逃がすまいとばかりに頭の後ろを彼の大きな手が捉えた。

「はっ……んっ……」

　こんな口づけは知らない。先ほどから知らないことばかり。

　舌が絡められ、呼吸もままならない。

　本当に食べられてしまうのではないかと思えてしまうほど、執拗に食み、舌で捕まえてくる。

　唾液の絡まる音、荒い息づかい。絡み合った二人から漏れ出る音は、室内に彼らだけの空間を作り出し、しっとりとした甘い空気を醸し出す。

「……やっ、ん、ふ……」

　呼吸を求めて顔をそらそうとすれば、彼は執拗に追い求める。

「ん、んんっ……」

　懇願するかのように、フェリクスのがっしりとした肩をぽかぽかと叩くと、やっと解放してもらえた。

「……ユーフェミア様」

　獲物をとらえるかのような鋭い瞳が、ユーフェミアを見下ろしている。

「く、苦しいです………フェリクス様……」

「申し訳ありません」

　謝罪の言葉を口にしつつも、彼は二つの頂を指で弄っている。

「……やぁっ」

　予想していなかった動きに、ぴくっと腰が跳ねた。下腹部が熱い。

「ユーフェミア様、本当にかわいらしい」

　ちょうど胸と胸の真ん中辺りに唇を落とした彼は、そこをきつく吸い上げる。ちりりとした痛みが走った。

「何を……？」

「ユーフェミア様が私のものであるという証をつけました。本当はあなたの身体中に残したいのですが……そうすれば、私があなたに欲情しているのを他の者にも知られてしまう。目立たぬよう、ここに……あとは、この辺りに……」

　そう言ってフェリクスが手を這わせたのは、左の内ももの辺り。

「ひゃっ」

「すみません……ここに触れたら、あなたのここも見たくなった」

「えっ？」

　ナイトドレスのスカート部分がたくしあげられ、下肢が露わになる。その右の内ももに唇を這わせ、フェリクスは足の付け根ぎりぎりの場所にちゅうぅと音を立てて印をつけた。

「ここから……ユーフェミア様の美味しそうな匂いが……」

　下着に覆われた部分に顔が近づいてきたのを感じた。身体を起こしてその様子を確認すれば、足の間に顔を埋めている。

「フェリクス様……なぜ、そのようなところを……」

　そこは排泄の器官であり、不浄の場所でもある。それに、先ほどから尿意に似たような感覚があって、もしかしたら下着を汚してしまったかもという焦りもあった。

「私のこれをどこに埋めるのか、ユーフェミア様はご存知ないのですよね？」

「え、えぇ……」

「今から教えてさしあげます。ですが、本当に挿れるわけではありませんので」

　これから何が始まるのか。

　味わったことのない激しい口づけをされ、いつもは下着で隠されている部分を愛撫され。何が起こるのか、何をされるのか。

　期待と不安が、ドキドキと心臓を激しく動かしている。

　彼の手は下着に伸びた。するすると下着が脱がされる。

「汚れると困りますから……」

　ナイトドレスもすべて脱がされ、ユーフェミアは一糸まとわぬ姿となる。

　胸元は両腕で隠し、恥部も隠すかのように太ももをきつく合わせる。今まで以上に鼓動は激しく動き、手足の先が痺れるくらいだ。それでも彼の視線を感じ、顔を背ける。

「このような姿になる必要があるのですか？」

「ユーフェミア様もおっしゃっていたでしょう？　肌と肌を合わせるのです」

「で、でしたら……フェリクス様も脱いでください。わたくしだけでは不公平ではありませんか？」

　ユーフェミアが恐る恐るフェリクスに手を伸ばし、彼のシャツの釦に指をかける。

「あなたが脱がせてくれる、と？」

「は、恥ずかしいので……黙っていただけませんか？」

「承知しました……」

　そう言ったところでじっと待っているフェリクスではなかった。空いている手は、ユーフェミアの乳房に添えられている。二つの乳房を脇からすくいあげるようにしたかと思うと、たぷたぷと指を動かし、手触りを堪能している。

「……ひゃん」

　胸の先端がこんなに敏感な場所であると、彼に触れられるまで知らなかった。

「ユーフェミア様は、ここがお好きですか？　ぷっくりと勃っていて、みずみずしい果実のようですね」

「わかりません……フェリクス様も同じようにされてみたら、わかるのではないですか？」

　真剣な眼差しで、ゆっくりと釦を外していく。それでも与えられた刺激により、幾度も指先は震えた。

　やっと彼の服を押し広げたユーフェミアは、彼の体温を確かめるかのように手を這わせる。

　引き締まった上半身。よく見れば、細かい傷跡がいくつもある。そして目立つ大きな傷跡は肩から腕にかけて走っている。それを癒やしたくて、指でなぞった。

「……くっ」

　彼の喉の奥からは、苦悶の声が漏れ出た。

「あ。もしかして、痛みますか？」

「……違います。あなたが私に触れている。その事実だけで、出そうになった……」

　何が出そうになるというのか、ユーフェミアにはさっぱりわからない。

　フェリクスの視線は股間に向かい、釣られてユーフェミアもそこを見る。

　ぱんぱんに膨れ上がっている陰部は、下穿きに隠されていて窮屈そうにも見えた。

「これも、脱がせてもらえますか？」

　ユーフェミアの手を取ったフェリクスは、その手を下穿きにかける。

「は、はい……」

　開けてはならない厄災の箱を開けるような興味と恐怖感が襲ってくる。

　勢いよく下におろそうとしても、膨れ上がったものがひっかかった。そこに手を添えただけで、熱が伝わってくる。

　ぶるんと勢いよく現れた肉竿に、ユーフェミアは目を瞬いた。

「……あっ」

　このような大きなものがどこに隠れていたのだろう。

　他の肌よりも少しだけ浅黒く、バキバキに硬くなっているのは見ただけでもわかる。竿の部分は血管がぼこぼこと浮きあがり、傘のように膨らんでいる先端からは透明な液が染み出ていた。

「ユ、ユーフェミア様……な、なにを……」

　男性器を見たのは初めてだ。彼のものをぎゅっと両手で包み込むと、先ほどまでの余裕じみた表情のフェリクスが一変した。

　今まで意地悪そうな顔で、ユーフェミアの敏感な部分に触れていた彼だというのに、その余裕すら失いつつある。

　そんなフェリクスの表情を作ったのが自分だと思えば、自然と愉悦が湧き起こってくる。

「これが、フェリクス様のもの？　いったい、どうなっているのかしら？」

　揉んでみてもそれは硬くて熱く、やわらかさなんてひとかけらもない。ただ、硬いものを覆っている皮がぬるぬると動くのがおもしろい。

「ユーフェミア様……おやめ、ください……」

　彼の表情は苦しそうだ。

「痛むのですか？」

「ち、ちがいます……ユーフェミア様の可憐な手が、私のものに触れている……それを見ただけで……あ、あっ……」

　肉茎の根元についている袋がびゅくびゅくと蠢き、先端から白濁した液体がほとばしる。それは、ユーフェミアの胸元を中心に飛び散った。

　青臭いような、生臭いような、今まで嗅いだことのないにおいが漂う。

「フェリクス様……？」

　彼は、はぁと肩を大きく上下させた。

「も、申し訳ありません……久しぶりすぎて我慢ができなかった……」

「これは、いったいなんでしょう？」

　白くどろりとした液体。指でぬぐってみても、尿とは異なる変なにおい。

「これが、子種です。本来であれば、ユーフェミア様の中で出すものですが……」

「お外に出してもよいものなのですか？」

「そうですね……これは、私の欲の塊だと思っていただければ……」

　だから外に出したと、そう言いたいようだ。

「では、フェリクス様は、欲から解放されたのですか？」

「えぇ……少しは落ち着きましたが……ですが、私ばかり気持ちよくなってしまっては、申し訳ないです」

　そう言った彼は、ユーフェミアが閉じていた膝に手をかけた。

「……な、何をされるのですか？」

「ですから、あなたに教えてあげようかと。本来、私のこれをどこに挿れるのか……」

「口ではなくて？」

「ユーフェミア様は、それをお望みですか？」

　ユーフェミアは目を瞬いた。

　真上にある彼の顔は、情欲に満ちた瞳を揺らしている。さらに力の抜けた肉棒が、再び力を取り戻すような、そんな動きを見せた。

「え？　違う場所があるのですか？」

「それを今からお教えします」

　大きく膝を割られ、その間にすかさず彼が身体を滑り込ませてきた。これではもう、足を閉じることができない。

「やっ……やめて、ください……」

　膝をたたまれ、内ももに手をかけられ、ユーフェミアの秘部は彼の目の前に晒されている。

「ユーフェミア様も私のものを見たでしょう？　私もユーフェミア様のものを見ないと、不公平ではありませんか？」

　先ほど、ユーフェミアも同じような台詞を口にしたばかり。

　ゆっくりと呼吸をして、気持ちを落ち着けようとするが、心臓は口から飛び出るのではないかと思えるほどバクバクと激しく動いていた。

「……ひゃ」

　フェリクスの指が、隠すべき場所を触れている。

「あぁ、濡れていますね」

「ご、ごめんなさい……粗相をしてしまったみたい……」

　くちゅりと音がする。それがひどく卑猥な音に聞こえた。

「いいえ、粗相ではありませんよ。これは自然なこと」

「……えっ……あ」

　割れ目の付近をやさしくこすられるたびに、下腹部がもぞもぞともどかしくなる。

「腰が動いていますね？」

「だって……やっ、ん……。そんなところで……」

　しゃべらないでほしい。熱い吐息すら敏感なところに触れ、身体の奥にある熾火を刺激する。それがじわじわと火を噴きそうなのだ。

「あぁ……ユーフェミア様のかわいらしい芽は、まだ隠れていらっしゃる」

　蜜が溢れてくる穴の上にある小さな突起に彼の指が触れると、ビリビリと背筋に何かが走った。今まで味わったことのない感覚で、何をどう捕まえて逃がしたらいいかわからない。このままこの感覚を追い求めたい気もするけれど、その先にある何かが怖い。

「それ……だめ……」

　丁寧に弄られるたびに、身体はその愛撫をもっともっとと欲する。勝手に腰は動き、足が跳ねる。

「じっとしていてください」

「はっ……ん?!」

　何かが身体の中に入ってきた。どこから？　わからない。

「ユーフェミア様が私を受け入れる場所は、ここですよ。痛いですか？」

「ひゃっ……ん、ん……」

　浅いところを擦られているだけ。痛くはないものの、違和感はある。

「これだけ濡れているし、まだ指も一本なので、痛くはないとは思うのですが」

　いやいやと頭を振ると、珊瑚色の髪がシーツの上で乱れる。

「わかりますか？　ここに私のこれが入るのです」

　彼の先端が、入り口に触れる。互いに濡れているそれらは、こすれ合ってくちゅりくちゅりと粘着質な音を立てる。

「あぁ……」

　わけのわからない熱が全身に流れた。

「これ以上は……私が我慢できなくなる。もう少し、あなたを気持ちよくさせますね？」

　先ほどの礼だ、とでも言わんばかりの口調にぞくりと全身が粟立った。

「フェリクス様……何を……？」

　暴れる心臓を落ち着けるために大きく息を吐いてから、足の間に顔を埋めるフェリクスの頭を見やった。

「怖がらないでください。ユーフェミア様を気持ちよくさせたいだけですから……」

「ひっ……ん……」

　ビリビリと痺れる感覚が背筋を駆け上がっていく。

「はっ、んン……」

　わからない。怖い。だけど、気持ちがいい。

　それを与えているのは、フェリクスの舌。じゅるじゅると卑猥な音を立てながら、舐めてつついて食む。先ほど、指を挿れられた場所にも舌先が入ってきた。

　胸が苦しいほどに高鳴っているのは、この先にある何かに興奮しているからかもしれない。

「あっ……やぁ……」

　経験したことのない快楽が、下腹部からせり上がってきた。怖くて苦しくて頭を振るけれど、フェリクスはその行為をやめない。

「んぅっ、やっ、あ……だめ、フェリクスさまぁ……っ」

　ぎゅっとシーツを硬く握りしめ、胸を反らす。ドクンと心臓が熱い血液を送り、目の前に閃光がほとばしるような衝撃に、爪先にまで力が入る。頭が真っ白になって、どこか違う夢の世界に飛ばされた気分だ。次から次へと襲い掛かる喜悦に、身体がぶるぶると震えた。

　胸を大きく上下させ、その感覚をやり過ごす。現実へと引き戻されたとき、足の間から顔をあげたフェリクスと目が合った。唇が淫らに濡れ、恍惚とした表情を浮かべている。

「フェリクス、さま……」

　怖かった──。

　その言葉を発する前に、フェリクスの大きな手がユーフェミアの頬を包む。

「私の愛撫で達してくれたんですね……」

「達する……？」

「はい……快楽の極みです……そうやって、ユーフェミア様の身体は、私を受け入れる準備をするわけです」

　秘部に熱い肉棒が押し当てられた。

「あなたがイク姿を見ていたら、私も興奮してしまいました」

　膝は折りたたまれ、足の間に彼が男根を挟んできた。

「足をしっかりと閉じてください」

　ぬるぬるとした性器の上を、彼の硬いものがいったりきたりする。そのたびに敏感な肉芽を熱いものでこすられ、ふたたび高みへと誘う。

「はぁ……」

　荒々しい息がフェリクスから漏れ出た。

「フェリクス様……」

　またあの世界に飛ばされる。怖くて、それでも待ち遠しくて。

　ユーフェミアの膝を抱えている彼の手をきつく掴む。

「はっ、はっ……ユーフェミア様……」

　足の間からは、男根の先端が見え隠れする。

「ぁ、だめ、もう……ああっ！」

　ユーフェミアはすぐに二度目の絶頂へと導かれた。感覚が研ぎすまされ火照った身体に、その刺激は毒だった。あっけなく達する。

　フェリクスの腰の動きは速くなり、最後に深く一突きすると、どろっと白いものがユーフェミアの腹部を汚した。勢いあまったものは、乳房にも飛び散る。

　はぁはぁと大きく胸を動かすフェリクスの姿を、ユーフェミアはぼんやりと見上げていた。




　フェリクスと結婚してから、ユーフェミアの世界は大きく変化した。

　今までは離塔の周辺しか歩き回るのを許されなかったのに、彼と一緒なら庭の噴水まで散歩にも行けるし、森の奥にある川の水に触れることも許される。

　そして、性愛を知った。

「はぁ……ユーフェミア様……」

　ユーフェミアの首元に顔を埋め、匂いを嗅ぐかのように見せて舌を這わせているのはフェリクスである。森の中へ入り、川へ下りるための獣道の手前にあった大木。そこへ来たときに、後ろから抱きしめられた。

「フェリクス様……」

　こうなった彼が求めるものを、ユーフェミアは知っているし、ユーフェミア自身も期待をしている。

　動きやすい平素なドレスのスカート部分をたくしあげて、彼の手が忍び寄ってきた。

　このように外で肌を重ねるのは何度目だろうか。

　室内で昂ぶると、どうしても雄々しいにおいが残ってしまう。フェリクスはそれを気にしていた。なによりも、勃起しない男だからユーフェミアと結婚できたと、そう思っているからだ。だからこそ発情していると周囲に知られるのを、ひどく恐れていた。

　下着の隙間から指が入り込むと、期待しきっていた秘部はくちゅりと音を立てる。

　ユーフェミアの首元に唇を這わせながらも、器用にドレスの胸元を広げていく。

「んっ……」

　乳房がほろりとこぼれ、つんと尖った先端が外気に触れる。寒くもなく暑くもない穏やかな気温であるものの、こうやって二人で戯れれば汗ばむ陽気だ。

「ユーフェミア様、そこに手をついてください」

　彼に言われるがまま、木の幹に手をついた。しゅるりと下着を引き下ろされ、それは膝にひっかかってとまる。

「あぁっ……」

　熱杭がぬるりと足の間に入ってきた。

「ユーフェミア様……」

　膨れている芽を、彼の硬いものが擦っていく。そのたびにガクガクと足が震え、快楽に身を委ねようとする。

　さわわと吹く風は木々を揺らし、幾重にも影を重ねた。

「はぁっ……、んっ……」

　彼の腰の動きが速くなるにつれ、ユーフェミアの気持ちも昂ぶっていく。

　はみ出た乳の先端は、風になでられるだけでも感じてしまう。

「ユーフェミア様……ユーフェミア様……」

　懇願するような苦しそうな彼の声。その苦しみから解放してあげたい。

「あっ……ん、んんっ……！」

　先に快感の渦に巻き込まれたのはユーフェミアだった。どっと汗が噴き出るほど身体の熱が高まって、身体を支えている腕から力が抜けそうになる。

「くっ……」

　抜いた昂ぶりを自身の手で覆った彼は、その手に吐精する。それでも空いている手は、ユーフェミアの身体をしっかりと支えていた。

　激しい息づかいの間を、そよそよと風が吹き抜けていく。今日の天気は心地よい。

　気持ちを落ち着けた彼は、さっと身支度を整えて川へと下りていく。

　川の水で手巾を塗らし、それでユーフェミアの身体を清めた。

　日陰になっている場所の大きな岩の上に、二人で並んで腰をおろす。

「ユーフェミア様……無理をさせてしまいましたか？」

　首を横に振ってから、ユーフェミアはこてんと彼に頭を預けた。

「……フェリクス様。わたくし、どんどんと欲深くなっていくのです。それが、とても怖いのです……」

「いったい、ユーフェミア様にはどのような欲があるのですか？」

「わたくし、このままフェリクス様とずっと一緒にいたいです」

「それは……」

　それ以上の言葉はフェリクスの口からは出てこなかった。そのかわり、ユーフェミアの顎をとらえて、深く口づける。

　川の流れる音なのか、二人の口づけの音なのかわからないような水音が、森の中に響く。

「……はぁ。ユーフェミア様、あまりそのようなかわいらしいことをおっしゃらないでください。また、昂ぶってしまいますから」

　フェリクスが力強く抱きしめた。

　ユーフェミアもそれに答えるように、彼の背に手を回す。

「フェリクス様……わたくし、フェリクス様との子を望みたいと、今はそう思っているのです」

　たくましい胸に顔を埋め、泣きそうな顔を見られないようにしながら、ユーフェミアは言葉にした。

「ですが、それは……」

　フェリクスも言いよどむ。

　ユーフェミアもわかっている。生まれたときから、こんな森の側にある離塔に閉じ込められ、人には会わないようにときつく管理され。

　デビュタントを渋っていた父王がやっとお披露目という形で、ユーフェミアの姿をみなに見せた。

　その後も、離塔から出ることは許されず、あれよあれよと気づいたらフェリクスと結婚をしていた。そのフェリクスも不能と呼ばれるような男であった。

　フェリクスはユーフェミアに欲情しない男。だから、彼がユーフェミアの夫として望まれたのだ。

　しかし、その彼の不能も治ってしまった。きっかけはわからない。フェリクスもわからないと言う。ただ、ユーフェミアを見ていたら、忘れかけていた感情が蘇ったと、そんな曖昧なことを口にしていた。

　だからユーフェミアも思う。

　フェリクスの不能が治ったのであれば、ユーフェミアの病も治るのではないかと。

「私は、あなたを失いたくない……」

　彼は、そう言いながらユーフェミアに触れる。互いの欲を見せ合いながらも、決して繋がることはない。

「フェリクス様。わたくしの病気が治っていれば、それは許されるわけですよね？」

　ユーフェミアがフェリクスの瞳を決然とのぞきこむものの、彼の顔には困惑の色が広がっていく。

「フェリクス様の病気だって治ったのです。わたくしだって、フェリクス様と一緒になってからは、こう、体力がついたと思いませんか？」

　腕を曲げて、力がついたよと見せつけるような仕草をする。

「ねぇ、フェリクス様？」

　甘えるように彼の耳元で名をささやき、彼の股間に手を添えた。

「フェリクス様は、わたくしが欲しくないのですか？」

　ゴクリとフェリクスの喉が上下する。

　榛色の瞳は真っすぐにユーフェミアを捉え、ユーフェミアも闇のような紺色の瞳を蠱惑的に輝かせる。

「ユーフェミア様……。あなたは、私を煽って楽しいですか？　それとも期待している？」

「……えっ、あっ、ん」

　せっかく着直したのに、ドレスの胸元を大きく広げられた。

「やっぱり……期待していたのではないですか？」

　まろび出た胸に、フェリクスは舌を這わす。

　彼の肩を両手でつかみ、じんわりと攻め上がってくる快楽から逃れようとするもののビクンと身体が跳ねてしまう。

「ユーフェミア様……慣れていないのに、男を煽るものではありませんよ？」

　痛いような、むず痒いような、じんじんとした疼きが胸の先端に与えられた。

「気持ちがよいのですか？　とろけた顔をして」

　濡れそぼった乳首にふっと息を吹きかけたフェリクスが、ぱくりと大きく咥えこむ。

　胸を弄られているだけなのに、下腹部もぐずぐずと痺れ始め、下着を濡らす。一度覚えた快感を、身体は勝手に覚えていた。

「あっ……そんなに、強く、吸わないで……」

　ユーフェミアの言うことなど聞き入れてもらえない。乳首は舌で押しつぶされ、唇で強く食まれた。仕上げとばかりに、チュウッとわざとらしく音を立て、きつく吸われる。

　ビリリとした痺れが、胸から全身に広がりつつある。

「ご、ごめんなさい……」

「今さら謝っても遅いですよ」

　ごそごそとベルトを外した彼は、滾る肉棒を取り出した。

「あなたが煽るから、せっかく落ち着いたのに、またこんなになってしまいました」

　上着を脱ぎ捨てた彼は、その上にユーフェミアを横たえた。

　ひんやりとした岩の冷たさが、布地越しにも伝わってくる。火照った身体にはちょうどよい。

　巧みにユーフェミアの下着を脱がし、ドレスをまくりあげて、熱い屹立を秘所にあてがった。だけど、それは秘部と秘部が触れ合うだけの営み。

　切なそうに目を細くするフェリクスの頬をユーフェミアが両手で包み込む。

　二人は決して繋がることはない。





～～＊＊～～






　隣で静かに寝息をたてるユーフェミアの頭を、フェリクスはゆっくりとなでていた。

　欲深くなると口にしたユーフェミアだが、それはフェリクスも同じだった。

　こうやって共に寝台で横になるたびに、情欲が頭をもたげてくる。

　彼女と触れ合えば触れ合うほど、もっと深く触れ合いたいとすら思う。

　いつかは彼女との間に子を授かってという、妄想すらしていた。

「……んっ」

　小さな寝言にフェリクスは身構えた。だが、起きる気配はなさそうだ。

　なぜ自分がユーフェミアに欲情したのか、そのきっかけがわからない。

　フェリクスが勃起しなくなったのは、あのときの怪我が原因であろうと、医師は言った。頭も打っているし、斬られたことで、精神的に何か痛手を受けたのが原因ではないだろうか、と。

　フェリクスがそれに気がついたのは、怪我も治り騎士団に復帰したとき。同僚が復帰祝いだと言って、娼館につれていかれたのがきっかけだ。

　客観的に見ても、魅力的な娼婦であった。だが、フェリクスは反応しなかった。彼女も仕事だからと割り切って、フェリクスを奮い立たせようとしてくれたが、触れても舐めてもまったく反応しなかった。

　付き合いで来ているような客には、そういった人も少なくはないと、彼女は口にしたが、あのときのフェリクスの落ち込みようを目の当たりにして励ましてくれたのだろう。

　そんなことが一回だけでなく、何度か続いたため医師に相談したのだ。

　だからもう、女性に触れることはないと思っていたし、まして女性に対して溺れることもないだろうと高を括っていた。

　それなのに、ユーフェミアがすべてを変えた。

　ユーフェミアのいない世界など、もう考えられない。

　彼女にもっと触れたいのに、それ以上は許されない。

　──わたくしの病気が治っていれば、それは許されるわけですよね？

　無垢な彼女は、そうやってフェリクスを煽ってくるのだ。

　だが、ユーフェミアの言うことも一理ある。

　ユーフェミアと契ってはならないと国王から言われたのは、彼女が出産に耐えられないから。きっと子を授かったら、彼女のことだから自分の命を犠牲にしてでも子の無事を望むだろうと。

　国王の言葉を、フェリクスは今になって噛みしめている。

　ユーフェミアは心根がやさしい。そして、何事にもひたむきに努力する。

　その結果、互いが互いに溺れているのだ。




　フェリクスは、ユーフェミアを街へと連れていっていいかをルーシーに確認した。

　駄目だと断られるのかと思いきや、フェリクスが一緒であれば何も問題はないとのこと。

　それだけ信頼されているのか、男とみなされていないのかは微妙なところだが、突き止めればいろいろと墓穴を掘りそうになるのでやめた。

「ユーフェミア様。たまには、街へ足を伸ばしてみませんか？」

　いつもの噴水で、水の流れを眺めていたユーフェミアの背に、フェリクスは声をかけた。彼女はくるりと振り返って、大きく目を開く。

「……街、ですか？」

「はい。いつも、庭と森と……この辺しか歩き回っておりませんから。そろそろ飽きてこられたでしょう？」

「そんなことありません。フェリクス様と一緒でしたら、飽きることなどありませんから」

　ぶんぶんと勢いよく首を振る姿は、雨に濡れた犬のようにも見えた。

「ルーシーに確認しましたら、私と一緒であれば問題ないと……」

　そう言ったとたん、彼女の顔はぱぁっと明るく輝き出す。

「ルーシーは街へ行ってもいいと言ったのですか？」

「はい」

「でしたら……」

　もじもじと身体を揺らす仕草が愛らしい。やはり彼女はルーシーに遠慮していたようだ。先にルーシーに確認をとっておいてよかった。

「ですが、ユーフェミア様であると街の者に知られては面倒です。ですから、いつもと違う格好で街には行くことになりますが、よろしいですか？」

「まぁ、お忍びというものですね。わたくしが読んだ恋愛小説にも……」

　そう言いながら、ユーフェミアは子どものようにきらきらと目を輝かせる。

　彼女の偏った知識は、すべて愛読書のせいだ。それが決して悪いとは言わないが。

「フェリクス様、楽しみですね！」

　花が咲き誇ったような笑顔でそう言われてしまうと、フェリクスもまんざらではなかった。







第五章：白の祝福








「まぁ」

　間の抜けた声をあげたのはルーシーだ。

「やはりユーフェミア様は、何を着てもお似合いですわね」

　今日はフェリクスと街へ行く約束をしていた。ただ、いつものドレスを着ていくと目立ってしまうとのことで、平素なエプロンワンピースを着せられた。着るものが変わっただけだというのに、特別な気持ちが胸の中に溢れてくる。

「ユーフェミア様。準備はできましたか？」

　扉を軽く叩いてから、フェリクスが部屋に入ってきた。襟ぐりが大きく開いているカーキ色の綿シャツと黒色の綿のパンツ姿である。

「わぁ、フェリクス様も素敵ですね」

「ユーフェミア様、旦那様の言うことを聞いて、勝手に出歩かないでくださいね」

「ルーシー。わたくし、子どもじゃないのよ？」

　両手を腰に手を当てて、頬を膨らませている様子は、子どものようだ。

「旦那様。くれぐれもユーフェミア様のことを、よろしくお願いします」

　フェリクスはルーシーの言葉に、やわらかな笑みを浮かべて「はい」と返事をするものの、ユーフェミアの頬は膨れたままだ。

「ルーシーは心配性ね」

　そう言った彼女は、フェリクスの手をとって、離塔を後にする。

　フェリクスが準備した馬車で、街へと向かう。

　ユーフェミアにとって、馬車に乗って遠出をするというのは初めてであった。

「フェリクス様……」

　窓にしがみついて、流れる景色を見ていた。

「わたくし、馬車に乗ったのは二度目です」

　お披露目会と言われた儀式を行ったあの日、王宮へ行くために豪奢な馬車に乗ったことはある。あのときも初めてだと言って、はしゃいだ記憶はあった。そしてルーシーに落ち着くようにと咎められたのだ。

　そろそろ街が近づいてきたところで、座席に座り直す。

　隣に座っていたフェリクスは、穏やかに微笑んでいた。

「ユーフェミア様、街ではあまりはしゃがないでくださいね」

「まぁ、フェリクス様もルーシーみたいなことをおっしゃるのですね？」

「ユーフェミア様を見失ってしまっては、困りますから」

　そこでフェリクスは、少し考える仕草を見せる。

「どうされました？　フェリクス様……」

「ユーフェミア様。私たちは身分を隠して街に行くわけですから、その……名前を……」

「名前を？」

「もう少し、親しげに呼び合ったほうがいいのかと」

「親しげ……」

　ユーフェミアは首を傾げる。

　ルーシーはルーシーと呼ぶし、父親のことはお父様と呼ぶ。兄と姉についてはお兄様、お姉様。だから、フェリクスも家族と同じように様とつけて呼んでいたのだが、それは親しげとは言わないのだろうか。

「ユーフェミア様は、陛下からなんと呼ばれておりますか？」

「ユフィと。お兄様もお姉様も、わたくしのことをそう呼びます」

　ユーフェミアには兄と姉がおり、二人ともとっくに結婚をしている。兄は王宮にいるものの、顔を合わせる機会は滅多にない。姉は隣国に嫁いだため、もっと会う機会はない。

　それでも手紙のやりとりはしており、二人とも手紙に『愛するユフィへ』と書いてくれるのだ。

「でしたら、私も。ユーフェミア様のことをそう呼んでもよろしいですか？」

「はい。もちろんです」

　親しげに呼ぶというのは、愛称で呼ぶということなのだろう。

「フェリクス様は、お父様やお母様になんて呼ばれているのですか？」

「家族からはリックと……」

「リック……素敵ですね！　わたくしも、リックと呼んでよろしいですか？」

「も、もちろんです」

　なぜかフェリクスは口元を隠して、そっぽを向いた。

　呼び方ひとつであるが、今までと違う名前を口にするだけで、もっと彼に近づいたような気がした。どこか高揚感が湧き起こってくるのだ。

　カタリと馬車が止まり、街に入る手前で降りた。

「ユフィ。ここからは歩いていきます」

　フェリクスが差し出した手をとる。いつも繋いでいる手だが、場所が違うだけで新鮮な感じがした。

「リック。今日はどこに行くのですか？」

　秘密です、と言った彼は真っすぐに前を見つめる。視線の先には建物がたくさん見える。

「あれが、王都マロンの街です」

　馬車が通れるほどの広い道の両脇には白い外壁の建物がぎっちりと並ぶ。赤い屋根がアクセントとなっており、煙突からは煙があがっている建物もある。それらの前には、食べ物を売るテントも並んでいた。

　二人は馬車の通りを避け、手を繋いだまま歩く。

「……リック。人がたくさんいます」

「そうですね。マロンはカテレイネ王国でももっとも大きな街ですから。カテレイネ王国の人口の半分は、このマロンに住んでいるのです」

「そうなのですね」

　この街にはこれだけの人がいる。それすらユーフェミアは知らなかった。

　繋がれた手に、自然と力が込められる。

「ユフィ……最初は、私の知っている医院につれていきたいのですが、よろしいですか？」

「医院？」

「ユフィの身体をきちんと診てもらおうかと。私もお世話になった医院で、信頼のできる医師なのです」

「それは……」

　すべてを言わなくても、彼は大きく頷いた。

　今の関係も悪くはない。だけど、もっと先に進みたいという気持ちもある。

「はい、お願いします」

　期待と恐怖が混じり合った感情が、ユーフェミアの心を支配した。

　医院でユーフェミアを見てくれたのは、年配の女性医師だった。その医師が女性であったという事実に、フェリクスとの関係を疑ってしまったが、夫婦で医院を開いており、フェリクスが怪我をしたときには、この夫婦の世話になっていたようだ。

　女性医師を目にしたときにユーフェミアの心の中に生まれたもやっとした気持ちだが、その後の診察でそれはすべて綺麗に消え去った。

　不安なことがなくなれば、やはり好奇心は爆発してしまう。

　街を歩くユーフェミアは、フェリクスの腕を引っ張りながら「あれはなんですか？」「これは何をしているのですか？」と、はしゃぎまくる。

　もちろんフェリクスも悪い気はしないようで、ユーフェミアの質問に一つ一つ答え、テントで売っていた紫色の飲み物を一つだけ買った。

「喉が渇きませんか？」

「これはなんですか？」

「葡萄の果実水です」

　たった一杯の飲み物なのに、人が溢れる外で飲むのは恥ずかしい感じもするし、なによりもここには椅子もテーブルもない。

「飲まないのですか？」

「だって、みんなが見ております。それに座る場所もありません」

「なるほど」

　フェリクスが豪快にグラスに口をつけて、ゴクリゴクリと飲んだ。ユーフェミアはその様子をぽかんと見つめる。

「こうやって、みな、立ったまま飲むのですよ」

　どうぞと押し付けられたので、ユーフェミアも真似をしてコクリと果実水を飲んだ。葡萄の甘さが渇いた喉を潤した。

　視線を感じて顔をあげれば、フェリクスと目が合う。彼が目を細めたので、ユーフェミアも頬をゆるませた。




　あまりにもはしゃぎすぎてしまったからか、ユーフェミアは気分が悪くなり、フェリクスが考えていた予定の半分を終えたところで、帰る羽目になった。

「ごめんなさい……フェリクス様……」

　帰りの馬車、ユーフェミアの頭はフェリクスの膝の上に乗せられていた。

「謝らないでください。人が多いのが苦手だという人は、珍しくはありませんよ？　それに、ずっとあそこで暮らしていれば、人に慣れていなくても当然です」

　フェリクスの大きな手がユーフェミアの額に触れる。それが、心地よかった。

「フェリクス様……」

「できれば、リックと。そう呼んでいただけると、今日、街へ行ったかいがあったかな、と」

　その言葉が、どこかくすぐったかった。

「リック……」

「はい。私はここにおりますから、安心してお休みください」

　フェリクスは微笑み、ゆっくりとユーフェミアの頭をなでる。

　フェリクスがユーフェミアを抱いて戻ると、ルーシーが顔を真っ青にしてやってきた。

「人の多さに当てられてしまったようです」

　そのままユーフェミアは部屋へと連れていかれ、寝台で横になるようにとおろされた。

「今、水をお持ちします」

「ごめんなさい」

「謝らないでください。街へ行こうと誘ったのは私です。浮かれすぎて、ユフィを気遣う余裕がなかったのです」

　水差しとグラスを準備したフェリクスは寝台の脇にある椅子に腰掛けた。

「少し、身体を起こせますか？」

　小さく頷いて、だるい身体を起こした。

「お水を飲めば、少しは気分がよくなるかと思います」

　グラスを持つユーフェミアの手に、フェリクスも手を添えた。グラスをゆっくりと傾け、水を飲む。透明な水が喉を通り過ぎると、気持ち悪さも一緒に下がっていくような感じがした。

「ありがとうございます。だいぶ、よくなりました」

「……よかった」

　ほっと胸をなでおろすフェリクスの姿を見て、ユーフェミアも安堵した。

「少し休まれますか？」

「はい。食事の時間になったら、起こしていただけますか？　リックと一緒に食事をとりたいので」

「もちろんです。では、私は部屋に戻ります。何かありましたら呼んでください」

　そう言って立ち上がるフェリクスのシャツを、ユーフェミアは無意識のうちに掴んでいた。

「眠るまでいてください」

　少しでもフェリクスに側にいてほしかった。ずっと彼にくっついていたのだ。急に放り出されたような気がして、寂しくなった。

　困ったように眉尻を下げた彼だが、すぐに座り直してユーフェミアの手を握った。

「ユフィが眠るまで、こうしていましょう」

　胸が熱くなった。握られた手からフェリクスの体温が伝わり、その心地よさによって瞼が重くなる。

　だがそれと同時に、今日の様子がまざまざと思い出された。

　──ユフィさんは、子を望めますよ？　いたって健康です。

　医師のその言葉が、頭の中をぐるぐると駆け回っていた。

　気がついたら眠っていたようで「食事の時間ですよ」という声で、眼を覚ました。

「あっ……フェリクス様……」

「顔色はよさそうですね」

　むにっと頬をつねられた。

「ふぇりふふはま？」

「リックと。そう呼んでほしいと言ったはずですが？」

　そう言葉にしたフェリクスは、まるで子どものように膨れている。

「リック……」

　あらためて口にすると、なぜか気恥ずかしい。頬がかっと熱くなる。

　だけど彼は特に気にもとめずに、いつものように柔和な笑みを浮かべていた。そういった余裕のある姿を見せつけられると、ちょっとだけ悔しい気もするのだが。

「ユフィ。食堂まで歩けますか？」

　その呼び方も慣れない。

「顔が赤いようですが、やはり熱が？」

「だ、大丈夫です。ちょっと、恥ずかしいだけです……」

「恥ずかしい？　いつも、もっと恥ずかしい姿を見せているのに？」

　耳元でささやかれて、熱は全身へと行き渡る。

「もう、やめてください」

　寝台よりするっと下りたユーフェミアは、しっかりとした足取りで食堂へと向かう。その後ろを慌てた様子でフェリクスがついてきた。

「ユーフェミア様、具合はもうよろしいのですか？」

　食堂に入るなり、ルーシーが声をかけてきた。

「えぇ。ごめんなさい、ルーシー。心配をかけたみたいで」

「いいえ。その言葉は私よりも旦那様におかけしてください」

　振り返ってフェリクスを見上げると、彼は口元をほんの少しほころばせていた。

　食事の間は、特に会話らしい会話はなかった。フェリクスの呼び方を変えたことを、ルーシーに知られるのが恥ずかしいと感じたからだ。だからって、今までと同じようにフェリクスの名を呼べば、彼はまた子どものように機嫌を損ねるだろう。

「ユーフェミア様。旦那様と喧嘩でもなさったのですか？」

　浴室の準備が整ったとルーシーが呼びにきてくれたとき、彼女はそんなことを言った。

　きっと食事中の会話のことを気にしているのだろう。

「いいえ？　何か気になることでも？」

「少し、旦那様とよそよそしい感じがしましたので」

「ち、違うの……」

　ユーフェミアは顔を真っ赤にして、話せなくなった理由をルーシーに伝えた。

「まぁまぁ。それだけ旦那様とお近づきになられたということですね。もう結婚して半年が経ちますものね」

　まるで今までの呼び方がおかしかったでも言うかのように、ルーシーはにこにこと喜んでいた。

「ルーシーは、わたくしとリックが仲良くなることに、反対はしないの？」

「反対？　なぜです？　ユーフェミア様はフェリクス様とご結婚なされたのです。夫婦仲良く暮らしていただければ、私もこれほど幸せなことはありませんよ？」

「ねぇ、ルーシー……」

　胸につかえる言葉を口にすべきか否か、ユーフェミアはひどく悩む。胸元に手を当て、落ち着くようにと自身に言い聞かせた。

「結婚したら、子どもを授かるわけでしょう？」

　ピクリとルーシーが身体を震わせた。

「ユーフェミア様……ユーフェミア様にはきちんとお話をしておくべきでしたね」

　隣に座ってもよろしいですか？　と、ルーシーが尋ねたので、ゆっくりと頷いた。

「ユーフェミア様は、お身体が丈夫ではありません。こちらで暮らしているのも、自然が多く静かな場所のほうが心身に負担がかからないとお医者様より言われているからです」

　一年に一度、医師は定期的にユーフェミアの様子を見にくるものの、特別これと言った治療を受けた記憶はない。ただ、具合が悪くなったときには医師も飛んできて、苦い薬を飲まされたことはある。

「今日も、旦那様と街へ行かれて、体調を崩されましたでしょう？」

　それは、街にあれだけたくさんの人がいるとは思わなかったからだ。どこを見ていいかもわからず、人、人、人の波を見ていたら、気持ち悪くなってしまった。

「ユーフェミア様は、お生まれになったときから身体が弱かったのです。まして子を産むだなんて、お身体がもちません……」

　ユーフェミアを諭すかのようなその口調は、演技なのか本気なのか、疑いたくなった。ただ疑いたくなったというその事実が、ユーフェミア自身も信じられなかった。

　ルーシーが言ったことは、フェリクスから聞いていた内容と重複する。

「旦那様もそれを知っております。ですから、旦那様との間に子を望んではなりませんよ？」

「わかったわ……」

　フェリクスと淫蕩に耽っていることは、絶対に知られてはならない。

「ですが、今日のように、少しずつ外に出るのはよいことだと思います。慣れてきたら、孤児院に慰問に行かれるとよろしいかと」

　子は望めない。その代わり、子どもと遊びたいなら孤児院の子とでも遊べとでも言っているように聞こえた。

　ルーシーが嘘をついているようには見えない。だが、女性医師は子を望めるだけの体力があると、はっきりと口にした。

　誰を、何を信じたらよいのだろう。

「ユーフェミア様。私たちはなによりも、ユーフェミア様のことを──」

「わかったわ。それ以上は、もう……大丈夫よ」

　なぜかルーシーの続きの言葉を聞きたくなかった。

　普段はルーシーの手を借りる入浴だが、今日はそれすら断った。ルーシーのことを嫌いになったわけではない。

　ただよくわからなかった。この気持ちのまま一緒にいると、ルーシーを問い詰めてしまうような気がしたから、ひとりになって心を落ち着けたかった。

「……リック？」

　入浴を終えて部屋に戻ると、フェリクスが心配そうな表情で彼女を迎えた。

「どうかされました？」

「ルーシーが非常に気にしておりました」

「何を、ですか？」

「私たちのことを。ユフィが、私たちの間に子を望んでいると。そう聞きました」

　フェリクスがユーフェミアを正面から力強く抱きしめる。

「私も、あなたとの間に子を授かることができれば、どれほど嬉しいか……」

「ルーシーは、わたくしとリックがそういった関係になるのを望んでいないようなのです」

「それはユフィを思ってのことなのでしょう？　生まれたときから身体が弱かったのであれば、過保護になっても当然です」

　フェリクスは、ちゅっと音を立てて額に唇を落とした。

「ですが、医師が言っていたでしょう？　ユフィは結婚してから、丈夫になられたのですよ」

　彼が硬くなったものを押しつけてくる。その先に彼が求めているものを、ユーフェミアは知っているが、ここでそれに応えてはならないような気がした。

「わたくしも、リックが欲しいです。だけど、それを他の人に知られてはいけないような、そんな気がするのです」

　ユーフェミアは顔を伏せたまま、静かに答える。高鳴る鼓動は、きっと彼にも届いていることだろう。

「ユフィ……私は陛下との約束を破ってしまうかもしれない。そんな愚かな私を嫌わないでいただけますか？」

「わたくしがリックを嫌いになるなんて、あり得ません」

　フェリクスがほっと息をついたのが伝わってきた。
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　フェリクスは以前から国王宛てに手紙を送っており、できればユーフェミアのいないところで話をしたいと伝えていた。

　というのも、国王は定期的にユーフェミアの様子を見に、離塔へと足を運んでいたためだ。

　そのかわり、ユーフェミアとフェリクスが一緒に王宮を訪れることはない。

　王宮では数多くの晩餐会やらパーティーやらが開かれているというのに、ユーフェミアたちがそれに顔を出すことはなかった。

　失礼にあたらないのかと思い、国王に尋ねたことはあるものの、今はまだその時期ではないと言う。

「ユフィ。フェリクス殿と仲がよさそうで安心したよ」

　毎回、ここへ顔を見せるたびに、国王はそう口にする。

　市井の様子を確認するために、ユーフェミアがフェリクスと共に街へ行ったことを報告すると、驚きもせず、そうかそうかと言って喜んでいた。

　おそらく、ルーシーから報告がいっているのだろう。

　仲睦まじい二人の姿を目にした国王は、目尻を下げて微笑んでいた。

　そんな国王とフェリクスは、ユーフェミアとの散歩でよく足を運ぶ噴水の前で向かい合っていた。

　フェリクスの手紙に対して、離塔から少し離れた場所──噴水の前で待っていると返事があったため、ルーシーにユーフェミアをお願いして、フェリクスはこちらにやってきたのだ。

「陛下」

「きっちりと約束も守っているようで、やはりユフィを貴殿に頼んでよかった」

　穏やかに微笑む国王に向かって、フェリクスはすっと息を呑んでから口を開く。

「ユーフェミア様が、子を望んでおります」

　ひくりと、国王の口の端が歪む。

「それは、何度も貴殿に話をしただろう？」

「はい。ユーフェミア様には私のほうからも、ルーシーのほうからも伝えてありますが」

「子が欲しいのであれば、どこから養子をとってもかまわない。だが、貴殿がユフィと契るのは絶対に許されない」

　頑なまでにここまで言われてしまうと、その約束を撤回してほしいとは言えない。

「なぜ、ですか？」

　理由を問うのも不敬となるかもしれない。だが、身体が弱いと言われていた彼女は、そうではなかった。あの医師が嘘をつくとは思えないし、嘘をつくメリットもないだろう。

「なぜ……それは、結婚前にも言ったはずだが……」

「ですが、ユーフェミア様が……」

「それを宥めるのも貴殿の役目だ」

　冷たい視線を投げつけられ、フェリクスは唇を噛む。

　国王は、この結婚をユーフェミアにとって有益なものであるかそうでないかでしか見ていない。フェリクスの気持ちなど不要とでも言うかのように。

　とにかく、舞い上がっているユーフェミアの気持ちを鎮めろと、無言で訴えてくるのだ。

　そもそもこの結婚に愛などなかった。フェリクスだって、都合がよいと思って引き受けたもの。

　でも今は、彼女を手放したくないし、もっと深く繋がりたい。

「仮に、私がユーフェミア様と契ったとしたら？」

「そのようなこと、許されるわけがない。そうなったとき、貴殿は事の重大さに気づくだろう。だがな、そうなれば貴殿の命はないと思え」

　何かを隠すような曖昧な言い方である。

「まあ。不能である貴殿には、無理な話だろうがな。そうそう、近々、王宮の晩餐会に貴殿らも招待することにした。今のユフィであれば、人前に出しても安全だろうと判断したからな」

　それだけ言い捨てて、国王は去って行く。

　言い返すだけの力もないフェリクスは、黙ってその背を見送った。




　国王が言っていた晩餐会の招待状は、それから十日後に届いた。

　国王と、国内の上位貴族が集まる晩餐会である。

　いつもであれば、ユーフェミアの体調を慮って、招待されなかった晩餐会だ。

　目の前には豪勢な食事が並び、顔をあげれば名立たる貴族たちの顔がある。

　フェリクスは隣に座るユーフェミアに視線を向けた。

　鈍い黄色のドレスは、フェリクスの瞳を思わせるような色だ。細やかなレースのオーバードレスが、背中と腕に透け感を与えているが、それが露出をおさえていた。スカートもウエスト部分から直線的に広がっているシンプルな形をしているが、幾重にも重なっているレースが、シャンデリアの光を反射させて光沢を作り出す。

　フェリクスの視線に気がついたユーフェミアはにっこりと微笑む。

「いやはや、仲がよくてうらやましいですな」

　ワイングラスを傾けているのは、パンテル公爵である。その向かいに座っているのはアルクトス公爵。この二家が、ユーフェミアの降嫁先に我先に名乗りを上げたというのは、国王から聞いてフェリクスも知っている。

　だから、決して隙を見せるなと、忠告を受けた。

「ユーフェミア様は、以前よりもお美しくなられたのでは？」

「お褒めいただき光栄です。きっと、夫のおかげですね」

　その言葉に、フェリクスの胸はドキリと高鳴った。いつもは、どこか幼く無垢な姿を見せている彼女なのに、今は目の前のパンテル公爵を威嚇するかのようにして言葉を発する。

「そのように仲がよろしければ、お二人の間にも新しい命が宿るのも時間の問題でしょうなぁ」

　ははっと笑ったアルクトス公爵を、フェリクスは鋭く睨みつけた。

「ですが、まだまだ二人での生活を楽しみたいと、そう思っておりますの」

　ね、と首を傾げたユーフェミアに向かって、フェリクスはやわからな笑みを浮かべる。

「フェリクス殿には感謝しかありませんよ」

　割って入ったのは、ユーフェミアの兄でもある王太子だ。

「身体の弱かったユーフェミアですから、結婚も難しいと思っていたのですが。ユーフェミアが、父の近衛として務めていたフェリクス殿を見初めましてね──」

　そうやってフェリクスとユーフェミアの出会いが仕組まれたものではないことを強調するかのように、彼が言葉を続ける。

　王太子がフェリクスをべた褒めすればするほど、二人の公爵の顔色は変わっていく。

　王家は、フェリクスをユーフェミアの夫として認めている。それをひしひしと感じ取ったのだろう。

　晩餐会のあとは、別室に移動して撞球やらカードゲームに興じるようだが、ユーフェミアの体調を理由に、フェリクスはそれを断った。

　パンテル公爵とアルクトス公爵は渋面をつくったが、そこは国王が宥めた。

「フェリクス殿。貴殿もこちらで楽しみたいだろうに、ユーフェミアがすまないな」

「お気遣い、痛み入ります。ですが、私は彼女の夫ですので、妻のことを第一に考えます」

「だから、ユーフェミアを貴殿に任せられるのだよ」

　国王が豪快に笑えば、二人の公爵の顔は、より苦々しく歪んでいく。

　なんとか人が集まっている場から抜け出したユーフェミアとフェリクスは、客室へと戻ってきた。

「はぁ……疲れました……」

「そうですね」

　フェリクスも上着の襟元を緩めた。息が詰まるような場所だった。それに、こういった堅苦しい正装をしたのも、結婚式以来ではないだろうか。

　ワゴンの上には水差しとグラスが並べられていた。

「ルーシーを呼びますか？」

　彼女は控えの間にいるはず。ベルを鳴らせばすぐに来てくれるだろう。

「いいえ……今は、二人でもう少し……」

　ユーフェミアがフェリクスの腕を両手で抱え込むようにして、抱きついてきた。そうなると、フェリクスの腕はユーフェミアの豊満な胸の間に挟まれる。

「ユフィ。あなたは、私を煽っているのですか？　それにこのドレス……」

「はい、リックの瞳の色に合わせました。ルーシーが、今日はこのドレスがいいだろうと。仕立ててあったのですが、なかなか着る機会がなくて……」

　フェリクスは空いている手でユーフェミアの顎を捉え、深く熱く口づけた。

　くちゅくちゅと唾液の絡まる音が、夜気を孕む室内に響く。

「……んっ」

　ユーフェミアも捉えてフェリクスの腕を解放し、その手を彼の頬に添える。フェリクスも同じように、ユーフェミアの頬を両手で包み込む。

「はっ……っン」

　ユーフェミアが呼吸を求めるたびに、鼻に抜けるような甘い声が漏れ出る。その声は、もちろんフェリクスを刺激する。

　名残惜しいとは思いつつも、自制が効くうちに唇を離した。

　くたりとユーフェミアが身体を預けてくる。

「キスだけで感じたのですか？」

　真っ赤な顔を隠すかのようにして、うつむいているが、彼女の耳はフェリクスの胸にぴったりとくっついていた。うるさいこの鼓動を、聞かれているのかもしれない。

「もう、休みましょう……やはり、ルーシーを呼びましょうか？」

　肩で息をつきながら、フェリクスはゆっくりと声をかけた。うつむいたままの彼女は、小さく首を横に振る。

「今日は……リックと二人きりで……」

「あなたは慣れない場所で、熱気に当てられたのです。ルーシーを呼ばないのであれば、私がすぐに浴室の用意をして参ります」

　無理矢理彼女を長椅子に座らせ、上着を脱ぎ捨てたフェリクスは、扉続きの浴室へと向かった。トラウザーズの裾をまくって、バスタブに湯を張る。

　勢いよく音を立ててたまっていく湯をじっと見つめていた。あっという間に湯気も立ちこめ、浴室内は白い世界が作られる。

　胸の鼓動が落ち着いたところで、ユーフェミアの様子を見に戻る。

「ユフィ……」

　彼女は長椅子に深く座り込み、ぼんやりと上を見ていた。その視線の先にあるのは、幾何学的な模様をしている高い天井である。

「着替えの準備をしましょう」

　幸いなことに、ユーフェミアの着替えがどこにあるのかをフェリクスは把握している。ルーシーの手が回らないとき、ユーフェミアの世話をするのはフェリクスの役目でもあったからだ。

　それを許されていたのは、フェリクスが不能だからだろう。夫でありながらも、男として周囲からは認められていない。

　しかし、そう思われていることが、今となってはありがたい。

「ユフィ。浴室の準備も整いましたよ。お先にどうぞ。それともルーシーに手伝いを頼みますか？」

　入浴の介助が必要であれば、ルーシーを呼ぶのが妥当だろう。

「……いいえ。今日は、あなたがいるから……」
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　ユーフェミアにとって、晩餐会は茶番劇のようなものだった。

　フェリクスとの結婚をよく思っていないパンテル公爵とアルクトス公爵に、この結婚を認めてもらうのが目的だったのだろう。フェリクスはそれに気づいていないようにも見えた。彼はただユーフェミアを気遣い、当たり障りのない言葉を返していく。

　公爵たちと言葉を交わせば交わすほど、彼らがフェリクスを忌々しく思っているのが伝わってきた。子を為せないなら、離縁でもしたほうがいいとでも言うかのように、それについてしつこく言葉にしてきた。

　兄や父王がやんわりと話を反らしてくれたが、彼らは今後も子どもについて追求してくるだろう。

　となれば、やはり二人の間に子どもはいたほうがいい。

　二人きりの生活を楽しみたいと言って誤魔化しはしてみたものの、その生活は十分に楽しんだ。

　それに、幾度となく淫らな行為に耽った身体は、そろそろ彼を欲し始めている。身体が弱いために望めないと思っていた子であるが、先日、フェリクスが世話になった医師に診てもらったところ、いたって健康体であると言われたのも原因だ。

　彼と結婚をして外を出歩くようになり、食事の量も増え、体力がついたことで病気も治ったのだろう。

　それでもフェリクスは、最後までしてくれない。彼の子種はいつも外に吐き出される。そして、そういった情事に耽っていることを、他の人に悟られてはならないと、彼は強く言う。

　それを知られたら、きっと離縁させられるだろうと。

　それだけは嫌だった。

　フェリクス以外の男性は考えられないし、彼のいない生活も考えられない。幾度となくその気持ちを言葉にしているから、それはきっとフェリクスにも伝わっているはず。

　──ユフィは、私を煽っているのですか？

　彼はいつもそう言う。煽っているかと問われれば、煽っているのかもしれない。だけど、ユーフェミアとしては、自分の気持ちを正直に言葉にしているだけ。だから今、目の前の彼にはっきりと言葉にする。

「わたくしは、あなたとの子を望みます。それが、これからも二人で一緒にいるための最善の策だと思うのです」

　凛とした口調で伝えてみたものの、彼は頭を抑えて深く息を吐いた。

　訪れた沈黙が怖い。拒絶されたらどうしよう。

「……わかりました。つまり、浴室で私と交わりたいということですね？　さすがユフィです……私もそこまでは考えがおよびませんでした」

「え、ち、違います……ただ今日は……あの公爵たちに腹が立ちまして……だから、リックと離れたく……んっ」

　続きの言葉はフェリクスの口に呑み込まれた。

　浴室で交わりたいとは言っていない。一人になりたくなかっただけ。

　フェリクスは口づけを交わしながらも、ユーフェミアのオーバードレスを巧みに脱がした。それから、背中のホックを片手で器用に外し、コルセットの編み上げも緩めていく。

「……あっ……ふ、ん」

　ストンとドレスが足元に落ちた。下着姿にされると、そのまま抱きかかえられ浴室へと連れていかれる。

「私が抱きかかえて入りますか？　それともご自分で入りますか？」

　やっと唇が解放され、銀糸が途切れたところで彼は言った。

　ユーフェミアは、乱れた呼吸を整えてから口を開く。

「自分で入ります」

「私が脱がせましょうか？　それともご自分で脱ぎますか？」

　そう言いながら、フェリクスは自身の服をすべて脱いでいた。

「自分で脱ぎます」

　彼に背を向け、下着を脱ぐ。だけど、彼からの熱い口づけによって、身体は熱を帯びていた。もちろん、感じたから。それだけ深くて官能的なものだった。

「あなたは、本当に厭らしい人だ。もう、濡らしている」

　脱いだ下着は糸を引いていた。それをしっかりとフェリクスに見られていた。羞恥によって顔が熱くなる。

「やはり、私が抱きかかえて入ったほうがよさそうだ」

　裸になったところで、ふわりと身体が浮いた。

「ひゃっ」

「先ほどまでの勢いはどこにいったのですか？」

　何かを企むかのような意地悪な笑みを浮かべるフェリクスだというのに、ユーフェミアの心はトクリと期待の音を立てる。

　そのままバスタブに二人で入ると、ざぶんと大きく湯が跳ねた。

　後ろから抱かれるようにして、湯につかる。

「リックは、腹が立たなかったのですか？　あの二人に……んっ……」

　晩餐会での愚痴を言おうとしたのに、後ろから伸びてきた手は、先ほどから乳首を弄っていた。

「腹は立ちましたよ。あの二人は、私たちを別れさせたいようですね」

「……そうです。だから、わたくしたちの間に子がいれば、彼らもあきらめる、かと……んっ」

「あなたの言いたいことは理解できます。不甲斐ない夫で申し訳ありません。私の言いたいことをすべて、あなたがおっしゃってくれたから……」

　お尻には硬いものがあたっている。

「ユフィ……聞いてください。私はずっとあなたが欲しいと思っていた。できることならば、あなたとこれから新しい家族を望みたいと。ですが、陛下からきつく言われていたのです」

「お父様から……？　何を……？」

「絶対に、契ってはならない。それは許されない行為である、と」

「それは……わたくしが病弱だったから……ですよね？」

　おそらく、とフェリクスは苦しげに呟けば、うなじに吐息がかかる。それでも彼は胸をまさぐるのはやめない。

「もし……んっ……お父様に叱られたとしてもっ……わたくしは……あなたの味方です」

「ええ、ユフィならそう言うと思っていました……もう、乳首が硬くなっていますね？」

「やっ……ん」

　先ほどから、足の間も疼いている。胸を弄られただけで、気持ちがふわふわとしていた。

「私は勃起不全でした。娼館にいったこともあります。ですが、本当に勃たなかった……だから、あなたと結婚できたのです。私が不能であるのは、騎士団の一部では有名でしたからね……。もしかしたら今は、もっと広まっているかもしれません」

　二人の結婚をよく思っていない人が、そう言った話を流して、フェリクスを陥れようとしているのだろう。

　もしかして、パンテル公爵とアルクトス公爵が、あの場で子どもについて言及してきたのは、それを知っていたからでは。

「わかりますか？　私があなたに欲情して滾らせていることを、他の者に知られてはならないのです。だから、その痕跡を残してはならない……初めては血が出ると聞いています……寝具を汚したら、気づかれるでしょう」

　だから、いつも外で淫蕩に耽っていたと、彼は言う。それでも外で初めて繋がることに抵抗があったようだ。

「あなたが欲しいと思いながらも、どうしたらいいかわからなかった……ですが、浴室であれば、その痕跡が消せる……」

「……やっ、あぁっ」

　彼の手が足の間に触れた。

「ここ、濡れているようですが？　これは、風呂の湯とは違いますね」

　ユーフェミアを抱き上げて、バスタブから立ち上がる。

「あまり湯に入っていると、のぼせてしまいます。身体はあたたまりましたか？　寒くはありませんか？」

　熱い眼差しで真上から見下ろされ、トクリと胸が緊張の音を立てた。

「だい、じょうぶ……です」

　ドキドキと心臓の音が激しいのは、湯に入りすぎたせいか、それともこれからのことに期待しているせいか。

　浴室の床の上にフェリクスが足を伸ばして座った。ユーフェミアはその足をまたぐようにして、対面に座る。彼の上に乗っていては、足は閉じることができない。

「ユフィ……」

　フェリクスの左手はユーフェミアの後頭部を包み、口づけから逃れないようにとがっしりと押さえ込む。

　ふたたび、激しい口づけが待っていた。

　彼の右手は濡れた秘部に触れ、敏感な場所を指の腹でなでている。まるでその指にたっぷりと蜜を塗りつけるかのように。

「はっ……ん」

　ユーフェミアもフェリクスの背に両手を回し、彼の口づけに答えた。

「あ……んっ……」

　濡れた指が、膣穴に押し込まれたのがわかった。こうされるのは初めてではない。尖った乳首を、彼の熱い胸板にこすりつける。

「本当に厭らしい。自ら触ってくれと、言っているようなものですね」

　彼の唇は、首から鎖骨を這って、揺れる胸を大きく咥えた。

　膣襞は、押し込まれた指を絡めとる。いつの間にか指は二本に増え、大きく蜜孔をかき回した。

　先ほどまでバスタブの湯がチャプンチャプンと波打っていたが、この水音はユーフェミアが奏でているもの。

「あ、あぁっ……もっと……」

　彼に翻弄された身体は、すぐに順応する。

「気に入ってくれたようで、よかった……三本目です……」

　増えた指は、容赦なく蠢いた。くぷっと空気が抜けるような音も聞こえる。

「も、もう……無理……」

　処女肉が押し広げられ、ひくひくと動く。

　彼の指は、ユーフェミアが感じる場所を的確に捉えていた。

「やわらかくなってきましたね……それに、あなたのいい匂いがする」

　入っていた三本の指をずるっと抜かれると、喪失感に下腹部が切なくなった。

「どう……して？」

　膣襞は蜜に溢れ、もっと刺激が欲しいと震えている。

「すみません……そろそろ私も限界です……」

　フェリクスの視線の先を追うと、肉塊は赤黒く膨れていた。

「ユフィ……あなたは身体が小さいから……私のこれの上に腰を落とす形がいいでしょう……」

　フェリクスの手がユーフェミアの腰に添えられた。

「ユフィ……本当に後悔はしませんか？」

　ここにきて、そうやって確認してくる彼はずるいのか。それともやさしさ故か。

「しません……わたくしは、あなたが欲しい……」

　陶然たる眼差しをフェリクスに向けると、彼の視線は誘うかのように絡みつく。

　ユーフェミアは静かに腰を彼へと近づけた。

「そう……その場所です。そうやって、腰をゆっくりと落としてください……」

　蜜穴の入り口に、彼の先端がぴったりとくっついた。腰を落とすたびに、肉棒が押し込まれていく。

「はぁっ……ん……」

　みしみしと音を立てるかのようにして、彼が入ってきた。狭い洞を広げながら、押し入ってくる。

「あっ、あっ、あっ……」

　細かく息を吸って、痛みを逃す。

　彼の指が、ぷっくりと膨れ上がっている淫芽に触れた。

「やっ……んっ……」

　強すぎる刺激に逃れようと身体を反らした途端、硬くなった彼の欲望が奥まで入った。

「……ん……あっ……あぁ……」

　目の前が真っ白になった。初めて彼を受け入れた膣は、痛みで引きつる。

　ぴったりと根元まで入った雄杭を動かすことなく、彼はきつくユーフェミアを抱きしめた。

「痛みますか？」

「だ、大丈夫……」

「では、ありませんね。馴染むまで、こうしていましょう……」

　汗か涙かわからないもので頬に張り付いた髪を、フェリクスがやさしく払う。その間、彼はふぅ、ふぅと、呼吸を必死に整えようとしていた。

「フェリクス様も、痛むのですか？」

「……いえ……非常に気持ちがよくて……苦しいです」

「どうしたら、その苦しみを取り去ることができますか？　いつものように、欲を放てば楽になりますか？」

「えぇ……そうですね。これであなたを突き上げて、欲を解放したいと。今、それを我慢しているから、とても苦しいのです……」

　我慢しているのは、ユーフェミアを思ってのことだろう。

「わたくしはもう、大丈夫です……」

　痛みは次第にやわらいできている。それよりも、身体の芯がぐずぐずと訴えている。

「いつものように、動いてください……」

「くっ……また、そうやって私を煽るのですね……痛いと叫んでも、もう止めることはできません」

　ユーフェミアの臀部を抱えながら、フェリクスはゆっくりと腰を揺すり始める。

　じんわりと目尻に浮かぶ涙を、彼の舌が拭い取る。たったそれだけなのに、ふるりと身体が震えた。

「あ……ふっ……、んン……っ」

　熱く膨らんだ肉塊がきつい蜜孔を大きく広げながら、出たり入ったりを繰り返す。

「ユフィの中が私を締め付けて離さないようです……すごく、気持ちがいい……」

　熱を孕む吐息と共に吐き出された言葉に、ユーフェミアも歓喜を覚えた。

「もっとあなたを感じたい。このまま突き上げて、あなたを私で満たしたい……」

　耳元で囁くと、そのまま耳孔に舌を差し込み、形をなぞるかのようにざらりとした舌が這わされていく。

　耳からも犯される。

　きゅんと下腹部が疼くと、中にいるフェリクスを意識した。

「ひっ……ん」

　ぴったりと彼の形に馴染んだ襞肉であるが、括れた部分が襞を擦る感触に、声が漏れ出る。

「すみません……そろそろ堪えられません……このまま、中に出しても？」

　口を開いたら、悲鳴のような嬌声が溢れてしまう。それを抑えるためにも、口をきつく結んで、コクコクと頷いた。

　下から刺さった槍が、最奥を突き上げる。ぐちゅぐちゅと淫らな音を響かせながら、突き上げは激しくなる。

「やっ……ん」

　彼が下から突くたびに、ユーフェミアの身体は上下に動き、左右の胸も不規則に揺れる。

「これは……堪らないな……」

　ぐりぐりと奥を弄られると、フェリクスの下肢が敏感な肉芽も押し潰す。

「あっ……ぐりぐりしないで……ん……はぁ……」

　快楽によって収縮する膣は、もっともっとと雄を咥え込む。

「もっと……あなたが欲しい……」

　下からの刺すような動きによって、じんわりと快楽が身体中に広がってきた。痛みはもうない。彼が動くたびに、彼ともっと触れ合い、深く繋がりたいと身体が欲している。

　もっともっと、フェリクスによって満たされたい。

「あ……ん、いい。いいの……もっと、わたくしを……あなたでいっぱいにして……」

「初めてとは……思えない……ほど、感じてくれて……光栄です……」

　繋がるのは初めてだ。だけど、厭らしい行為は何度も繰り返し、何度も高みに連れていかれた。

　掠れるフェリクスの声からは、もう余裕が感じられない。苦しそうに眉間にしわを寄せて、必死で何かに耐えているように見える。

　動きが規則的になり、その動きに答えるかのようにしてユーフェミアも自身で腰を動かす。さらに感じる場所に、彼の先端が当たるように。

「ユフィのその動き、ものすごく淫らで……興奮します……」

　腰がぶつかるたびに、結合部はジュブジュブと泡立つ。その上にある、ぷっくらと存在を主張する芽に彼の指が触れた。

「ここ、好きでしょう？」

「……やっ……あぁ……ダメ、イっちゃう」

　襞も擦られているのに、それは強すぎる刺激だった。快楽の波に呑み込まれたユーフェミアは、身体を反らして自らの動きをぴたりと止めた。ドドッと熱くたぎる血液が、全身を駆け巡る。

「す、すみません……奥に、出します……」

　襞はぎゅうぎゅうと肉塊を締め付けると、膣奥に熱い液が吐き出された。

「はぁ、はぁ……」

　フェリクスはユーフェミアの胸に顔を埋めるかのようにして、力強く抱きしめる。しっとりと汗ばんだ肌からは、独特の雄のにおいがする。

　身体の奥では、びゅくびゅくと彼のものが震えていた。その動きがおさまったところで、やっとフェリクスが顔をあげた。

「大丈夫……でしたか？」

「は、はい……」

　絶頂の波から戻ってきたユーフェミアは、恥ずかしくなって顔をそらす。

「私は……とてもよかったです。やっとユフィと一つになれた……」

「わたくしも……好きな人と結ばれるって、こんなに幸せなことなのですね……」

「あまり、かわいいことをおっしゃらないでください……また、我慢ができなくなる……」

　欲を解放したはずの肉棒が、少し硬度を取り戻したように感じられた。

「あっ……」

「今日はもうおしまいです。本当は、このまま朝まで繋がっていたいのですが……」

　彼のいわんとしようとしていることはわかる。本来は繋がってはいけない者同士。夫婦であっても夫婦であってはならない関係。

　彼が腰を引くと、ユーフェミアを満たしていたものが、ずるりと抜けた。

　白濁した液に混じる朱色が、今までユーフェミアが純潔であった証。

「今、きれいにしますから……」

　すべての痕跡を消すかのように、丁寧に身体を清められた。




　一度知ってしまった快楽は、簡単に手放せない。

　それに、あれほど二人で一つになってはならないと口にしていた国王は、この事実に気づいていないようだ。

　初めて繋がった日、繋がった場所も王宮の客室に備え付けの浴室ということもあって、知られたらどうしようかという思いがなかったと言えば嘘になる。それを悟られないようにと、念入りに情事の後を清めたのだ。

　毎日の二人の日課と言えば、散歩だろう。それは庭園だったり森の中だったり、決められた場所ではあるものの、一目のつかない森へ入ることが多くなった。むしろ、そういった行為に耽りたいときは、そちらに足を向ける。それが合図でもあった。

　あれから十日ほど経つものの、箍が外れたかのように毎日交わっている。いや、外に出られないような雨の日は除いて。

　今だって、彼に抱きかかえられるようにして、ユーフェミアは淫蕩に耽っていた。

「……やっ……落ちちゃう……」

「落ちません……私がしっかりと掴んでいますから……」

　大木に背中を預けているが、ユーフェミアの足は宙に浮いていた。

　汚れないようにと、立ってすることが多いが、こうやって向かい合って抱きかかえられ、そのまま挿れられたのは初めてだ。

　落ちないようにと、ユーフェミアは必死にフェリクスの首にしがみつく。

　自重によって、彼の肉茎は深く突き刺さっている。足は彼の背にはしたなく絡めてあった。

「はぁ……ユフィ、あまり私を締めないでください。これではすぐに、果ててしまう……」

「わか……わからない……」

　ユーフェミアとしては、意図的に締めているわけではない。

　ユーフェミアの身体を上下に揺らしながら、フェリクス自身も肉棒を上下に動かす。

　解放された場所、不安定な体位。それがさらに興奮へと導く。

「い、いやぁ……んンっ……！」

　足でフェリクスの背中をきつく締め上げ、身体を反らす。ドクンドクンと心臓が激しく震える。

「ユフィ。もう達してしまわれたのですか？」

「やっ……動かないで……いま、イってるから……」

　何度も教え込まれた彼の愛撫は、中毒性がある。

「それは、聞けません。私も、止められない……」

　彼はユーフェミアを揺さぶるのをやめなかった。ごりごりっと最奥めがけて肉棒を出し入れし、襞を擦っては互いに高みを目指す。

　ぎゅっと彼が抱きしめるのは、吐精の合図でもある。

　ドクドクと熱いものが胎の中に注がれた。きつく抱きしめて、互いの熱を分け合う。

「ユフィ……ユフィ……」

　ユーフェミアを抱きかかえたまま、フェリクスは口づけをせがむ。ユーフェミアももちろんそれに答える。




　外で交わることもあれば、マロンの街へ行き、宿を使うこともあった。

　フェリクスはどこから情報を仕入れてくるのだろう。

　男女、いや人と人が交わるために使う宿があるというのだ。宿と言っても必ず泊まらないといけないわけではない。ただ、交わるためだけに数時間といった利用もできるらしい。

　その宿の寝台の上で、自身の膝を抱えるようにして大きく秘部をさらけ出しているのはユーフェミアだった。

　そこに顔を埋めているフェリクスは、ぷっくらと膨れた肉芽を舌で突く。

「んっ……あっ……」

　背筋がぞくぞくと痺れ、悦楽の渦に巻き込まれる。

「ユフィはこれが好きですよね？」

「そこで、しゃべらないで……」

　吐く息すら、敏感になった芽には刺激が強すぎる。

　くぷりとすぐに指が入ってきて裏から擦られ、花芽を唇で食まれると、下腹部からせりあがってくる疼きによって、身体が跳ねた。

「……っく……は、はぁ……っ」

　ユーフェミアは高い嬌声をあげて、膣をぴくぴくと痙攣させる。中からはどっと蜜が溢れ、フェリクスの指を汚す。

「とてもいい眺めですね……」

　そう言って、唇を濡らす蜜を舐め取る動きに、ユーフェミアは興奮を覚えた。

「何度も私を受け入れているから、もう慣れましたよね？」

　屹立した男根に手を添えたフェリクスは、すっかりと濡れそぼった膣口に肉棒の先端を押し当てた。口元をゆるめ、恍惚とした笑みを浮かべている。

　ぬるりぬるりと、蜜を絡みつけるかのような動きが、とてもじれったい。

「焦らさないで……」

　ユーフェミアが懇願すると、勢いよくずぶりと熱杭が押し込まれる。

「熱い……」

　太くて熱くて硬くて。それを離したくなくて、襞が絡みつく。

「あぁ……リック……好き……」

　自然と腰が動く。いつからこんなに厭らしい女になってしまったのだろう。

　彼が欲しくて欲しくてたまらない。

「ユフィ……」

　重ねるだけのやさしい口づけでは、物足りない。ユーフェミアが舌を出して、彼の口腔内へと入り込む。だがすぐに押し戻されてしまった。

「……んっ……はぁ、あっ……」

　頭がくらくらするような口づけを手放したくない。

　乳首も肉芽も、すべてを彼にこすりつけるようにして淫戯に励む。

　ゆっくりと抜き差しされる男根は、途中で大きくぐるりと円を描く。

「やっ……」

　何をしたら感じるのか。どこを刺激したら淫らになるのか。彼はユーフェミアをよく知っている。

「ユフィ……いいです。すごくいい……腰がとろけそうだ……」

　抽挿に勢いが増し、奥を穿つ。

「あっ……は、は、ンッ……」

　また絶頂がやってくる。そして快楽の波に呑み込まれるのだ。





～～＊＊～～






　ある日、ユーフェミアが、食事中に気分がすぐれないと言った。

　目覚めたときから顔色が悪いとは思っていた。昨日も街へ行き、時間が許す限り淫蕩に耽っていたのは認める。

「ユフィ……」

「ごめん、なさい……食べられそうになくて……」

　目の前の食事を見たとたん、口元をおさえた。

「ユーフェミア様？　お顔が真っ青です」

「ルーシー。私は彼女を部屋に連れていきます。医師の手配を頼めますか？」

「は、はいっ」

　ルーシーは慌てて、食堂を出ていった。

「ユフィ。大丈夫ですか？　気分が悪いのですか？」

「ご、ごめんなさい。ちょっと、においがきつくて……」

　うっと、こみ上げる何かをこらえている。

「部屋に戻りましょう」

　フェリクスは軽々とユーフェミアを抱き上げ、食堂から連れ出した。

　医師の手配を終えたルーシーは、ユーフェミアを着替えさせる。

「ユフィ。具合はどうですか？」

　ドレスの締め付けが原因となっていることもある。それを緩めただけで、少しはよくなっただろうか。

「はい……だいぶよくなりました……」

「ユーフェミア様。すぐに医師が来ますからね」

「苦いお薬は、嫌よ……」

　子どものように頬を膨らませる余裕はあるのだろう。

　ルーシーは苦笑してから、医師を迎えるために部屋を出ていった。

「ユフィ。水でも飲みますか？」

「リック、お食事は……？」

「私のことはお気になさらず」

　気にするなと言っても、彼女は気にするのだ。

　ユーフェミアが辛い思いをしているのなら、それを少しでも軽くしてあげたいとフェリクスは思う。

「あなたが、食事もとれないような状態で、私も食事が喉を通るわけがありません。きっちりと医師に診てもらってから、食事をいただきます。それまでは、あなたの側にいることをお許しください」

「許すも何も……水を、いただけますか？」

「はい」

　フェリクスは水差しからグラスに水を注ぎ、ユーフェミアに手渡そうとした。

「一人で飲めますか？」

「まぁ。わたくし、子どもじゃないのよ？　リックもルーシーも、過保護ね」

　周囲を安心させるかのようににっこりと微笑むユーフェミアだが、今のような弱った姿を見せられたら、フェリクスだって過保護にもなる。

　それにフェリクスの頭には、国王との約束を破ってしまった罪悪感が、ずっとまとわりついていた。脳細胞の一個一個まで、その言葉に侵されているかのように。

「ユフィ。申し訳ありません」

「どうして、リックが謝るのですか？」

「私が、陛下との約束を破ってしまったから……」

　──そうなったとき、貴殿は事の重大さに気づくだろう。

　その言葉が枷となってフェリクスの心にぐるぐると巻き付いている。

「リックのせいではありません。お父様に怒られたとしても、わたくしはあなたの味方ですし、それは……わたくしも同罪ですから」

　彼女の健気な様子にフェリクスの胸が熱くなった。

　しばらくして医師がやってきた。フェリクスは部屋を追い出され、扉一枚隔てた場所でそわそわと待っていた。

　どのくらいの時間、そうしていたのかわからない。ほんの数秒のような気もするし、何時間という長い時間のようにも感じる。

「旦那様、お医者様からお話があるそうです」

　ルーシーがやっと呼びに来てくれて、苦しかった胸が解放された。

　部屋に入り、ユーフェミアと幾言か言葉を交わしていた医師だが、フェリクスの顔を見た途端、にこにこと満面の笑みを浮かべる。

「おめでとうございます。ご懐妊ですね」

　ユーフェミアはパチパチと眼を瞬き、フェリクスも呆然と立ち尽くす。

　何か言いたげに口を開くルーシーであるが、それは言葉にならない。

「今が大事な時期でありますから、無理をなさらぬようお願いします。食事は食べられそうなものを少しずつ」

　では、これで。と、医師は頭を下げて部屋を出ていく。

　その後ろをルーシーが追って、医師を見送った。

　残された二人は、互いに顔を見合わせる。

「ユフィ……」

「リック……」

「本当に？　赤ん坊が？」

「そうみたいですね……」

　寝台で横になっているユーフェミアだが、腹部に両手を当てていた。

「まだ、実感は湧きませんが」

　フェリクスは彼女の両手を自身の手で包み込む。

「ユフィ……私は、嬉しくて……どうしたらいいかがわかりません……」

「わたくしもです……」

　ユーフェミアの手に頬ずりをしたフェリクスは、そのまま彼女の腹部にも触れた。

「ここに新しい命が？」

「お医者様がおっしゃるには、そのようです」

　そうやって二人で、授かった命を喜び合っていると、ルーシーが戻ってきた。

「ユーフェミア様、まずはゆっくりとお休みください。何か食べられるものがございましたら、お持ちいたします」

「ありがとう、ルーシー」

　ユーフェミアにはやさしい笑顔を向けたルーシーであるが、フェリクスに向ける視線は鋭かった。

「……旦那様、お話があります」

　彼女は、国王との約束を知っている。

　そう、確信した。




　フェリクスが国王から呼び出されたのは、ユーフェミアの懐妊がわかってから三日後のことだった。

　謁見の間。フェリクスは恭しく頭を下げる。

「貴殿は、私との約束を破ったのだな……」

「……申し訳ございません」

「己の欲のために、ユーフェミアを殺す気だったのか？」

「違います」

　フェリクスは頭を下げたまま、否定する。

　ユーフェミアが出産に耐えられないという話は何度も聞いていたし、だからずっと交わることなく互いに慰め合っていた。

　だけど、フェリクスの勃起不全を診てくれた医師にユーフェミアを診てもらったところ、彼女は健康体そのものだと診断された。

「……医師が言うには、ユーフェミア様は健康であると」

　ユーフェミアが二人の間に子を望んだため、医師に診てもらったとフェリクスは説明をした。

「そうだ。ユーフェミアが病弱というのは、嘘だ」

「うそ……？」

「顔をあげなさい」

　国王の口調がやわらいだ。

「ユーフェミアは、生まれたときに魔女から祝福を授かった」

　その話をフェリクスは聞いたことがある。カテレイネ王国に生まれた王族は誕生を祝って、魔女から祝福を受ける。それが、この国の豊かさの理由の一つでもあるのだ。

「だが、王族をよく思っていない魔女が一人いて、ユーフェミアに子を望めぬ呪いをかけたのだ」

　苦虫を噛み潰したような顔で、国王は忌々しく言い放った。

　祝福が呪いになったとでも言うのだろうか。

「つまり、性交したら死ぬという呪いだ」

　また、きっかいな呪いである。しかし子を望めぬというのであれば、妥当な内容なのだろう。

　子を望めば、死ぬ。

　だが、そこでフェリクスははたと気づいた。

　子を望めぬ呪いをかけられたユーフェミアであるのに、今、子を授かっている。

「気がついたようだな……」

　よほど変な顔をしていたにちがいない。国王は、そんなフェリクスの様子を目にして、にたりと笑った。

「子を望めぬユーフェミアが、なぜ子を授かれたのか」

「呪いと言われていたが、それは呪いではなかった……とかですか？　魔女の言葉は嘘だった。もしくは、脅し……」

「あの黒の魔女の言葉は嘘ではございませんよ」

　第三者の声が割って入った。男にも女にも聞こえる、中性的な声色だ。

「白の魔女殿……」

　国王の言葉で、その相手が魔女であるとフェリクスは理解した。

　白いローブを身に付け、顔も鼻から下を白い当て布で覆っている魔女。

　魔女はどこからやってきたのだろう。

「私が最後の祝福を与えました。王女殿下が幸せになる祝福──ただし心から愛する者と結ばれたとき、二人の間に新しい命が授かるでしょう、と。そうすることで黒の魔女の言葉は、愛のない行為に耽ることが、呪いの発動の条件となったのです」

　自身に満ちた声でそう言った白の魔女は腕を組んだ。顎を引いて眼を細くして、勝ち誇ったような笑みを浮かべている。

　フェリクスにはそう見えた。

「そうか……やはり、私の目に間違いはなかった。ユフィの相手に、貴殿を選んでよかった……」

　目頭をおさえる国王の前で、フェリクスは思慮深く頭を下げた。







終章








　フェリクスと一緒に庭の散歩をするのは、お腹が膨らんだ今でも日課となっている。さすがに足場の悪い森へ入ることは、フェリクスが拒んだ。

　噴水が見える木製の長椅子にフェリクスと並んで腰をおろして、ユーフェミアは風を感じていた。

「ユフィ。寒くはないですか？」

「はい」

　少しずつ大きくなるお腹の中では、新しい命が育っている。

　ずっと離塔に閉じ込められ、人と会うことを制限されていた理由。

　それを父王は包み隠さず教えてくれた。もちろん、その話を聞いたときには驚きはしたものの、すぐ隣にフェリクスがいたからか心は穏やかだった。

　結果的に、彼と出会いこうやって愛を育むことができたのも原因の一つだろう。

「……あっ」

　ユーフェミアが素っ頓狂な声をあげると、フェリクスは慌てて「どうしました？」と顔をのぞき込んでくる。

「今、動きました！」

　ぽこぽこと、お腹の中が勝手に動いた。

「触れてもいいですか？」

「はい」

　フェリクスの大きな手が、腹部に触れる。伝わる体温は心地よい。

「……リック。わたくし、あなたと出会うことができて幸せです」

　はにかみながらも、フェリクスと目を合わせる。

　すると彼は、榛色の目を大きく見開き、すぐに細くした。

「私もです」

　フェリクスの唇が額に触れた。





～～＊＊～～






　むかしむかし、この国には六人の魔女がおりました。




　黄の魔女は美しさをあたえ。

　赤の魔女は豊かさをあたえ。

　緑の魔女はやさしさをあたえ。

　青の魔女はひたむきさをあたえ。

　白の魔女は幸せをあたえ。

　黒の魔女は真実の愛をあたえ。




　美しさに媚びることなく、豊かさに怠惰せず、惜しみなくやさしさを注ぎ、何事にもひたむきに取り組む者には幸せをもたらす。そして真実の愛に気づいた者が望みを手に入れると──。

　それが六人の魔女による祝福といわれているのです。

　美しさを武器にして他人を弄ぶような者は、この国にはふさわしくない──。

　それが六人の魔女の想いであったのです。




　カテレイネ王国の王宮、そこから少し離れた場所にある離塔と呼ばれる場所には、六人の魔女の祝福を受けた王女が暮らしていました。

　彼女は愛する夫と、そして四人の子どもたちに囲まれて、幸せに暮らしましたとさ。







あとがき








　はじめまして、もしくはお久しぶりです、澤さわ谷たに弥わたるです。

　このたび、濃蜜ラブルージュさんから二作品目となる『勃たない騎士様と結婚したはずが、淫らな溺愛に堕とされました!?』を出させていただきました。

　仮タイトルが『勃たない騎士とできない王女』だったのですが、さすがにこのタイトルでは……と悩んでいたところ、素敵なタイトルをつけていただきました。

　イラストを描いてくださったのは森もり原はら八よう鹿か先生です。実は、この表紙イラスト以外にもキャラデザインを描いていただき、私の宝物の一つとなりました。ありがとうございます。

　そして担当様には、いつもあたたかな言葉をかけていただき、心からお礼を申し上げます。

　最後にこの作品を手に取ってくださったみなさま。本当にありがとうございました。

　次こそは、不能ヒーローではなく、むっつり絶倫ヒーローを書きたいです。表紙も「（ヒーローの）肌色多めでお願いします！」と、伝えられるようになりたいです。

　そんな希望だけはたくさんありますので、次の作品でもお会いできますように。






澤谷弥
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